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第１章　調査概要

第１節　調査に至る経緯

平成２年 11 月 16 日に都市計画決定 ( 平成３年７月 23 日事業計画決定 ) された事業区域には、 現在、 発掘

調査対象遺跡として中野高柳遺跡、 竹ノ内遺跡、 沼向遺跡 ( 遠藤館を含む ) がある。

平成２年度から土地区画整理を担当する県土木側と文化財行政を担当する宮城県文化財保護課及び仙台市

文化財課との間で、 事業と遺跡の調査等について協議が重ねられた。 協議の一環として、 周知されていた高柳

Ａ遺跡 ・ 高柳Ｂ遺跡、 竹ノ内遺跡、 沼向遺跡、 中野曲田板碑、 耳取観音堂板碑等について、 平成２年度に宮

城県文化財保護課、 仙台市文化財課及び宮城県国際港都市整備課の３者で、 改めて分布調査を行なった。 平

成３年度から５年度にかけては、 分布調査の結果を受けて、 高柳Ａ ・ Ｂ遺跡と竹ノ内遺跡の確認調査を宮城県文

化財保護課、 沼向遺跡の確認調査を仙台市文化財課が実施した。

平成５年９月７日、 確認調査の報告会を開催、 遺跡範囲を確定し、 本調査範囲を文化財側から説明した。 こ

の時に高柳Ａ遺跡と高柳Ｂ遺跡を中野高柳遺跡と一本化し、 その範囲も他の遺跡同様、 若干変更している。

それを受けて平成６年度から本調査を開始した。 その後、 平成６年度の沼向遺跡の調査において、 その北側

の水田 ( 後背湿地） を試掘調査し、 水田の広がりを確認したので、 遺跡範囲を北側に拡大している。 遺跡範囲

は東西約 600m、 南北約 350m の約 11.7ha である。 平成 16 年度までに 34 次にわたる調査が行なわれ、 古墳

時代前期、 後期、 奈良～平安時代初頭、 近世を中心とした遺構遺物が検出されている。 今回、 調査の対象と

なったのは、 第３図に示すように道路建設予定地部分である。 Ａ区 ・ Ｂ区 ・ C 区では本調査を行ない、 隣接地

を含む D 区では試掘調査を行なった。 なお、 第１次～３次調査報告書はすでに刊行されているが、 第４次～３４

次調査の報告書は現在作成中である。
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第２節　調査要綱

遺跡名称	 沼
ぬま

向
むかい

遺跡 （宮城県地名表記載番号 01151、 仙台市文化財登録番号C－ 177）

所 在 地	 宮城県仙台市宮城野区中野字沼向 87、 107-3、 134-1　他

調査主体	 仙台市教育委員会 （生涯学習部文化財課）

調査監督者	 調査係主査　斎野裕彦 ・調査係文化財教諭　佐伯修一

調査担当者	 株式会社四門仙台支店　高橋直崇

調 査 員	 株式会社四門仙台支店　田口雄一 （発掘調査）

調査補助員	 株式会社四門仙台支店　田口雄一 （遺物整理） ・ 山内七恵 （発掘調査）

計 測 員	 株式会社四門仙台支店　山谷信夫

計測補助員	 株式会社四門仙台支店　志賀昌弘

調査面積	 839.4 ㎡

Ａ区…460.3 ㎡

Ｂ区…　83.0 ㎡

Ｃ区…166.7 ㎡

Ｄ区…129.4 ㎡	 [ 試掘 ] （１トレンチ…43.3 ㎡、 ２トレンチ…52.2 ㎡、 ３トレンチ…33.9 ㎡）

調査期間	 平成 20 年 7 月 28 日～平成 20 年 10 月 20 日

Ａ区…７月 28 日～ 10 月 20 日

Ｂ区…７月 30 日～　	９月 12 日
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Ｃ区…７月 30 日～９月 17 日

Ｄ区…９月 29 日～９月 30 日

検出遺構	 総数 162 基

Ａ区…計 128 基 （竪穴住居跡４軒、竪穴遺構２基、区画施設１条、溝跡 18 条、土坑 35 基、

性格不明遺構 29 基、 ピット 38 基、 小溝状遺構群１群）

Ｂ区…計 121 基 （区画施設１条、 溝跡３条、 土坑４基、 性格不明遺構７基、 ピット６基）

C区…計 112 基 （方形周溝墓１基、 溝跡８条、 土坑２基、 性格不明遺構１基）

D区…計 111 基 （溝跡１条）

出土遺物	 総数10162 点 （土師器、 須恵器、 陶磁器、 土製品、 石製品、 木製品、 金属製品など、 天箱

26 箱分）

第３節　遺跡の位置と環境

１． 地形的環境

沼向遺跡は、 仙台市北東端、 仙台港フェリー埠頭から北方約 400m、 多賀城市と隣接する宮城野区中野字沼

向に位置する （第２図）。 仙台平野は、海岸線に沿って３列の浜堤列が形成されており、沼向遺跡はこれらのうち、

約 5000 年前に形成された最も内陸側の浜堤列 （第Ⅰ浜堤列） と、 その背後に広がる後背湿地に立地する （第

４図） （松本 :1994）。 現況における標高は浜堤列上で約 1.5m、 後背湿地で約 0.6m である。

仙台平野は、 南北約 50km、 東西約 10km の太平洋に面する臨海沖積低地である。 平野の地盤高は、 大部

分で５m 以下であり、 地表面は極めて低平かつ低湿で、 自然堤防、 旧河道、 後背湿地、 浜堤列が明瞭に発達

する。 沖積低地の北方には、 緩やかな起伏を有する丘陵地が広がり、 北東には無数の島が散在する松島湾と七

ヶ浜半島がある。 仙台平野西方には、 標高 100m を越えない低丘陵が広がっている。

仙台平野北部は、 幹線流路長 45km の七北田川下流域に位置する。 沼向遺跡は、 七北田川の北側、 多賀
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城政庁南面を東流する砂押川の南側に位置する。 七北田川はかつて冠川と称し、 本流は現在の多賀城市新田

から多賀城市八幡へと東流し湊浜で海に注いでいた。 近世初頭において七北田川は、 沼向遺跡の北側を流れ

ていたことになる。

２． 歴史的環境

縄文時代 ： 仙台平野の北東に位置する七ヶ浜半島から松島湾内にかけては、 縄文時代の遺跡が数多く分布し

ている。 七北田川流域では、 北方の丘陵に金掘貝塚 （第５図５４）、 五万崎遺跡 （第５図５５）、 自然堤防に市

川橋遺跡 （第５図５２） がある。

弥生時代 ： 弥生時代の遺跡では、 七ヶ浜半島の海岸部縁辺に桝形囲貝塚 （第５図８６） をはじめとして多くの貝

塚がある。 七北田川流域では遺跡は少なく、 山王遺跡八幡地区 （第５図５０） で、 中期中葉の遺物包含層が検

出されている。 また、 丘陵では郷楽遺跡で後期の住居が調査されている。

古墳時代 ： 古墳時代前期の仙台平野北部は、 浜堤列上の沼向遺跡第１～３次調査で古墳及び方形周溝墓が、

自然堤防とその縁辺からは、 山王遺跡多賀前地区をはじめとした居住域と水田域が調査されている。 古墳時代

中期は、 七北田川の自然堤防に鴻ノ巣遺跡 （第５図３４）、 新田遺跡 （第５図４６） など、 古墳時代後期前半ま

で継続する集落が営まれる。 後期の後半には山王 ・ 市川橋付近に居住域が形成され、 砂押川河口、 七ヶ浜の

丘陵南面に横穴墓群が造営される （第５図８２ ・ ８３ ・ ８８ ・ ９０）。

古代 ： 奈良時代になると、 沼向遺跡から北北西約 3.5km の丘陵上に多賀城 （第５図５３） が造営され、 またそ

の南東の丘陵に付属寺院である多賀城廃寺 （第５図６６） が置かれる。 多賀城は、 延暦二十三 （802） 年に胆

沢城が完成すると鎮守府としての機能が移されるものの、 10 世紀後半に廃絶するまで律令制による東北経営に

中心的な役割を果たした。 陸奥国一宮である塩釜神社は、 仙台平野の北東部、 塩釜湾に面して位置する。

中世 ： 奥州藤原氏が滅びた後、 中世の仙台平野北部を掌握していたのは、 岩切城 （第５図１５５） を居城とした

留守氏である。 自然堤防上の微高地には、中野高柳遺跡 （第５図２）、鴻ノ巣遺跡 （第５図３４）、新田遺跡 （第

５図４６）、 山王遺跡 （第５図５０） に留守氏の家臣団の居館や村落領主層のものと推定される屋敷跡がある。 慶

長年間 （1596 ～ 1615） には、 蒲生村肝入の小野源三は、 七北田川の流路を蒲生へ流れるよう開削した。

近世 ： 伊達氏は、 仙台に領地を移した後、 藩財政の建て直し策として海上交通網の整備及び石高の増収に取

り組み、 寛文十 （1670） 年には、 塩釜湾と仙台城下を結ぶ海上輸送路の強化として七北田川の改修工事及び、

後に貞山堀 （第５図９ ・ ８７） と呼ばれる御船入堀、 御船曳堀の開鑿事業にとりかかる。 一方で、 石高の増収策

として、積極的に野谷地開発にのりだす。 仙台藩は、野谷地開発の一方法として知行地附与に野谷地を含めた。

伊達氏の入部当時に耕作不能の低湿地や遊水地が広がっている領土を田園地帯にしたのは家臣団の新田開発

であった。 伊達家臣遠藤半助重久は寛永 21 （1644） 年に中野村に屋敷を賜り、 沼向の野谷地を拝領する。 こ

の屋敷も沼向遺跡に含まれる。 沼向遺跡周辺では、 自然堤防に立地する大日北遺跡 （第５図４５） で、 近世墓

群が調査されている。

第４節　調査の方法と経過

１． 調査区と調査 Grid の設定

今回実施した発掘調査は、 仙台港背後地の区画整理事業に伴う道路整備の事前発掘調査である。 道路予定

地より２m 外側までを調査対象とし、 ４ヶ所の調査区を設定した （第３図）。 本調査では、 沼向遺跡第１～３次調

査で用いられた国家座標を基準とし、座標 X-191405・Y15415 を機軸とした。 10 × 10m のグリッドを踏襲しており、

国家座標の数値は日本測地系 （平面直角座標系Ⅹ） を用いている。 グリッド名は、 Y軸では基点から北へ 0A ・

0B ・ 0C…、 南へＡ ・ B ・ C…、 X 軸では東へ１ ・ ２ ・ ３…、 西へ 01 ・ 02 ･ 03…とする。 また、 各グリッドは５×５

m に細分し、 北西から時計回りに a ・ b ・ c ・ d とした。 遺構の位置は Grid で示し、 遺構に伴わない遺物はグリッ

ドごとに取り上げた。

２． 遺構の名称

遺構名の略語として、 ＳＩ ： 竪穴住居跡 ・竪穴遺構、 ＳＡ ： 区画施設、 ＳＤ : 溝跡、 ＳＫ ： 土坑、 ＳＸ ： 性格不



－ 6 －



－ � －



－ � －

明遺構、 Ｐ : ピットを使用した。 遺構番号については、 第３５次調査Ａ区１号土坑は 「ＳＫ３５Ａ０１」、 第３５次調

査Ｂ区２号溝跡は 「ＳＤ３５Ｂ０２」 のように頭に調査区名を付して表記した。 また、 隣接する調査区から続く遺構

については、 先行する調査区の遺構名称を優先した。 調査中に欠番とした遺構名称については、 名称の振り替

えは行なわず、 そのままとした。

３． 基本層序

今回の発掘調査では、 沼向遺跡第１～３次調査報告書の基本層序に準じて分層した。

（１） 浜堤列基本層序

沼向遺跡第１～３次調査では、 浜堤列の基本層序は、 大別でⅠ～Ⅲ層の３層が確認されている。 基本層Ⅰ層

は、 砂質シルトの耕作土及び整地層である。 Ⅱ層は黒色～黒褐色の粘土質シルトやシルトの自然堆積層である。

Ⅲ層は浜堤列を構成する砂層である。

基本層のうち、 Ⅰ層はａ、 ｂ、 ｃ層に細分される。 Ⅰａ層は調査開始前の耕作土及び整地層である。 第３５次調

査Ａ区では、 Ⅰａ₁層とⅠａ₂層に細分した。 Ⅰｂ層は、 Ⅰａ層以前の耕作土及び整地層である。 第３５次調査Ａ区

ではⅠｂ₁層とⅠｂ₂層に細分した。 Ⅰｃ層は、 Ⅰａ層･Ⅰｂ層がⅢ層上面に及ぼした撹乱層で、 第３５次調査では確

認していない。 Ⅱ層はⅡａ₁、 Ⅱａ₂、 Ⅱａ₃、 Ⅱｂ層に細分される。 このうち、 Ⅱａ₂層は灰白色火山灰層で、 第１～

３次調査のテフラ分析で、 延喜 15 （915） 年降下の十和田ａ火山灰という結果が得られている。 この層を挟む　

Ⅱａ₁層、 Ⅱａ₃層は、 黒色で粘土質の自然堆積層である。 Ⅲ層は、 ａ、 ｂ、 ｃ、 ｄ、 ｅ、 ｆ、 ｇの７層に細分される。

これらのうち、 Ⅲａ～Ⅲｄ層はⅢｅ層上面の地形的に窪んだ部分でのみ認められる層である。 Ⅲｆ～Ⅲｇ層は、 Ⅲｅ

層の下面に堆積する層で、 第３５次調査では確認していない。 また、 第１～３次調査の基本層序に当てはまらな

い層は、 それぞれの調査区でＡ層、 Ｂ層とした。

第３５次調査では、Ａ区でⅠａ₁層、Ⅰａ₂層、Ⅰｂ₁層、Ⅰｂ₂層、Ⅱａ₁層、Ⅱａ₂層、Ⅲｅ層を、Ｂ区でⅠａ層、Ⅰｂ層、

Ⅱａ₂層、 Ⅲｅ層を、 C 区でⅠａ層、 Ⅰｂ層、 Ⅱａ₂層、 Ⅱｂ層、 Ⅲａ層、 Ⅲｅ層を、 D 区でⅠａ層、 Ⅰｂ層、 Ⅱｂ層、

Ⅲａ層、 Ⅲｅ層を確認した。

（２） 後背湿地基本層序

沼向遺跡第１～３次調査では、 後背湿地の基本層序は大別 12 層、 細別 19 層が確認されている。 １層は現代

の水田耕作土、 ２層は現代の客土、 ３ａ層は近世水田耕作土、 ３ｂ層は水田耕作土もしくは粘土層、 ３ｃ層は自

然堆積の泥炭質粘土層、 ４層は十和田ａ火山灰、 ５層は自然堆積の泥炭質粘土層、 ６層は砂層である。 ７層及

び８層は自然堆積の泥炭質粘土層で、 第１～３次調査では、 ８層を８ａ層と８ｂ層に細分し、 ８ａ層を水田耕作土と

している。 第４次調査以降では８層中に水田耕作土が認められず、 ７層と８層を明確に分離できないため、 同一

層として７･８層とした。 本調査区についても、 ７層と８層は分離できなかったため、 第４次調査以降の基本層序に

したがい、 ７・８層として報告する。 ９ａ層は奈良時代～平安時代初頭の水田耕作土、 ９ｂ層は自然堆積の粘土層、

10 ａ層は古墳時代後期～奈良時代の水田耕作土、 10 ｂ層は自然堆積の粘土層、 11 層は古墳時代中期を遡る

水田耕作土、 12 ａ層及び 12 ｂ層は粘土を主体とする自然堆積層である。

第３５次調査では、 Ｄ区で後背湿地基本層２層、 ４層、 ５層、 ６層、 ７･８層を確認した。

４． 遺構検出面

沼向遺跡の浜堤列で検出される遺構は、 「Ⅱ層上面遺構」 と 「Ⅲ層上面遺構」 の２時期に大別できる。 これ

までの調査では 「Ⅱ層上面遺構」 は近世、 「Ⅲ層上面遺構」 は古墳時代～古代を中心とする遺構群であること

が明らかとなっている。 それぞれ、 浜堤列基本層Ⅰ層除去後のⅡ層上面、 Ⅱ層除去後のⅢ層上面で検出される

遺構のことを指している。 これらの遺構埋土は、 「Ⅱ層上面遺構」 では黒色～黒褐色の砂質シルトや粘土を主体

とするのに対し、 「Ⅲ層上面遺構」 では褐色～にぶい黄褐色の砂質シルトやシルト質砂を主体とするため、 両者

は明確に区分することができる。 第３５次調査においても、この先行調査の成果をもとに、「Ⅱ層上面遺構」 と 「Ⅲ

層上面遺構」 に分ける方法を用いて、 遺構の分類ならびに記述を行うこととした。 なお、 基本層Ⅱ層は、 第３５

次調査では、 Ⅰ層に削平されていることが多く、 部分的にしか残存していない傾向があった。

５． 調査方法

表土の掘削は、 遺構確認面直上までバックホウを用いて行なった。 図面の作成は、 平面図及び地形測量はト



－ � －

ータルステーションによる三次元計測を行ない、 土層断面図は手書き図面を中心に、 遺物微細図などは手書き

図面と写真実測を併用した。 写真撮影は 35mm フィルムカメラでリバーサルフィルム、 モノクロフィルムで撮影し、

デジタルカメラを併用した。 調査区全景写真撮影は、 ローリングタワー及びスカイマスターを必要に応じて使い分

けた。

６． 調査経過　

（１） Ａ区

７月 28 日から調査開始。 Ａ～Ｃ区外周フェンス設置、 調査区設定、 重機による表土掘削を開始。 29 日に南

半部表土掘削を終了。 Ⅱ層上面遺構精査を開始。 ８月１日に南半部Ⅱ層上面の遺構確認全景の写真撮影。 ５

日から調査区北半を重機による表土掘削を行なう。 25 日にⅡ層上面の遺構完掘全景の写真撮影。 ９月９日にⅢ

層上面の遺構確認全景の写真撮影。 10 月 17 日にⅢ層上面の遺構完掘全景の写真撮影。 20 日に調査区北西

壁土層断面の写真撮影の後、 計測と機材を撤収し、 調査を終了した。

（２） Ｂ区

７月 30 日に重機による表土掘削を開始。 ８月１日に遺構確認全景の撮影。 ９月 12 日に完掘全景の写真撮影。

南壁土層断面の写真撮影 ・計測を行ない、 調査を終了した。

（３） Ｃ区

７月 30 日に重機による表土掘削開始。 ８月１日に表土掘削終了。 ２日～６日に切株根切。 ６日に遺構確認全

景の写真撮影。 ８日に南壁土層断面の写真撮影 ・ 計測。 ９月９日に北壁東側部分の拡張。 周溝墓確認状況の

写真撮影。 17 日に周溝墓完掘全景の写真撮影を行ない、 調査を終了した。

（４） Ｄ区

９月 29 日に重機による表土掘削。 １ ・ ２トレンチの調査。 30 日も引き続き重機による表土掘削。 ２ ・ ３トレンチ

の調査を行ない、 重機でトレンチを埋め戻し、 調査を終了した。

第５節　整理作業の方法と経過

発掘調査中から、遺物洗いなどの基礎整理作業を行ない、11 月１日から引き続き沼向遺跡調査事務所内にて、

本格的に室内整理作業を開始した。

遺構は、 調査中の遺構番号を優先し、 欠番となった遺構番号の振り替えは行なっていない。 遺構図は、 測量

用ソフトで平面図を作成し、 断面図については図面編集ソフトにてトレースした。 平面図と断面図の整合作業は、

図面編集ソフト内で行なった。 12 月中に遺構図の編集作業は終了した。

遺物は、 竪穴住居跡 ・ 竪穴遺構の床面 ・ 底面出土資料を優先して接合 ・ 実測及び登録作業を行なった。 登

録した遺物は基本的に全て実測対象とし、 12 月中に遺物実測作業は終了した。

1 月に遺構写真図版、 遺物写真図版を作成し、 その後、 編集作業を行なった。

調査参加者

	 赤坂　浩樹	 及川　洋	 大山のり子	 萱場美枝子	 小松　美樹	 齋藤　勝彦	 佐々木和江	 佐々木久次郎

	 佐藤てる子	 庄子　浩行	 庄子　光治	 鈴木　英治	 鈴木　朝子	 鈴木　将記	 高橋　齋	 高橋　由美子

	 武田　隆志	 千葉志津子	 虎井　優子	 西村　高志	 畑中　美春	 早坂　寛己	 堀越　和也	 松野　誠

	 三浦　綾子	 三浦　喜代	 森田　仁	 森田　美保 

整理参加者

	 大山のり子	 小松　美樹　　佐々木和江	 鈴木　英治	 鈴木　朝子	 鈴木　将記	 千葉志津子	 虎井　優子　　

	 西村　高志	 畑中　美春　　三浦　綾子	 三浦　喜代 



－ 10 －



－ 11 －

Ⅲｅ層	 にぶい黄褐色～にぶい黄橙色シルト質砂からなる。 Ⅲｅ層上面で遺構検出を行なっている。 層

厚は０～ 20cm 以上である。

Ａ層	 暗灰黄色粘土質シルトからなる。 灰黄褐色シルト質砂を多量に含む。 調査区北東のⅢｅ層上面で確認さ

れた層で、 Ⅲ層上面遺構はＡ層上面から掘り込まれる。 層厚は０～ 15cm である。

Ｂ層	 灰黄褐色シルト質砂からなる。 調査区南西のⅢｅ層上面で確認された層で、 Ⅲ層上面遺構はＢ層上面か

ら掘り込まれる。 層厚は０～ 12cm である。

第２節　検出遺構と出土遺物

１． Ⅲ層上面遺構

Ⅲ層上面の遺構は竪穴住居跡４軒、竪穴遺構２基、区画施設１条、溝跡５条、土坑２８基、性格不明遺構２８基、

ピット２５基、 小溝状遺構群１群３０条の、 合計 94 基を検出した。 第８図は、 Ⅲ層上面遺構の全体図である。 Ⅲ

層上面遺構は、 後述するように、 複数時期に区分され、 そのうち最も新しい時期の遺構群は第６５図に示し、 そ

れに先行する時期の遺構群を第９図に示した。

（１） ＳＩ竪穴住居跡 ・ 竪穴遺構　Ⅲ層上面の竪穴住居跡はＳＩ３５Ａ０３、 ＳＩ３５Ａ０８、 ＳＩ３５Ａ１０ （Ａ ・ Ｂ）、 ＳＩ

２５１６の４軒、 竪穴遺構はＳＩ３５Ａ０１、 ＳＩ３５Ａ０４の２基を検出した。

ＳＩ３５Ａ０１竪穴遺構　（第１０図、 第４表、 写真図版３）　　0F-039c 0F-038d Ｇｒｉｄに位置する竪穴遺構である。

本遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＸ３５Ａ１３より新しい。 南東は調査区外に続く。 他

遺構に削平され、遺存状況は悪い。 平面形は東西に長い長方形で、長軸 4.29m 以上、短軸 3.19m 以上である。

現存する長辺方向を長軸とした主軸方位は、 Ｎ -85° -W である。 壁高は 0.13m で、 壁面の立ち上がり角は比

較的遺存状況の良好な西壁で 46 度である。 底面はやや起伏しており、 底面標高は 1.17 ～ 1.22m である。 確
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認された底面面積は 5.0 ㎡で、 推定底面面積は 13.8 ㎡以上である。 付属施設は認められない。 埋土は黒褐色

シルト質砂の単層である。 遺物は、 埋土より非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＩ３５Ａ０３竪穴住居跡　（第１１ ・ １２図、 第４表、 写真図版３ ・ ４ ・ １６）　　0F-040bc 0F-039ad Ｇｒｉｄに位置する。

カマドを有する竪穴住居跡である。本遺構は重複関係から、ＳＸ３５Ａ１１より古く、ＳＩ３５Ａ０４、ＳＸ３５Ａ２８より新しい。

北西は調査区外に続く。 上部及び中央を他遺構に削平され、 遺存状況は悪い。 平面形は方形で、 規模は長辺

5.50m、 短辺 3.83m 以上である。 カマドを通した主軸方位はＮ -70° -E である。 壁高は 0.08m で、 壁面の立ち

上がり角は南壁で 19 度である。 床面は平坦で、 床面標高は 1.03m である。 確認された床面積は 10.6 ㎡で、 推

定床面積は 30.3 ㎡である。 床面南西壁中央からカマドを検出した。 周溝及び柱穴は認められない。 掘り方を有

する。 カマド両袖と燃焼部、 煙道部先端が遺存し、 燃焼部は竪穴内に納まる。 カマド袖材は粘土である。 カマド

袖は遺構確認面まで遺存する。 カマド燃焼部内部の幅は残存長で 0.54m、 袖先端から燃焼部先端までの奥行き

は 0.68m である。 燃焼部は床面より 0.04m 低い。 竪穴壁から 0.32m 離れて煙道部の落ち込みが認められる。 煙

道部先端は竪穴壁より 0.88m 先まで続く。 カマド袖部は粘土質シルトで構築されている。 埋土は大別５層、 細別

６層認められる。 １層は床面埋土である。 ２層は粘土質シルトのカマド天井部崩落土である。 ３層、 ４層はカマド

燃焼部埋土、 ５層は粘土質シルトのカマド袖構築土、 ６層は床面掘り方埋土である。 遺物は、 床面から非ロクロ

土師器の坏 （第１２図１）、 甕 （第１２図２・３） が出土している。 また、 埋土から非ロクロ土師器の甕 （第１２図４）

が出土している。 第１２図１の坏は、 口縁部は直立し、 体部との境は屈曲する。 調整は、 口縁部ではヨコナデ、

体部では内外面ともヘラミガキが施され、 内面は黒色処理される。 第１２図２の甕は、 体部は卵形である。 体部

最大径は、中位に位置する。 口縁部は内反する。 調整は、体部外面ではヘラナデが施される。 第１２図３の甕は、

体部は逆鐘形である。 体部最大径は、 頸部に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、

体部外面ではハケメの後、 体部下半にヘラナデが施される。 第１２図４の甕は、 体部は卵形である。 口縁部は外
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反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面ではヘラナデ、 内面ではハケメが施される。

ＳＩ３５Ａ０４竪穴遺構　（第１３ ・ １４図、 第４表、 写真図版４ ・ １６）　　0F-040c 0F-039d 0E-040b 0E-039a Ｇｒｉｄ

に位置する竪穴遺構である。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ０３、 ＳＸ３５Ａ１１より古く、 Ｐ３５Ａ４１より新しい。

他遺構に削平され、北半部のみ確認した。 平面形は方形で、上端規模は、長軸 3.16m、短軸 2.87m 以上である。

現存する長辺を長軸とした主軸方位は、 Ｎ -55° -W である。 壁高は 0.18m で、 壁面の立ち上がり角は 65 度

である。 底面は平坦で、 底面標高は 0.86m である。 確認された底面面積は 5.9 ㎡で、 推定底面面積は 9.9 ㎡

である。 付属施設は認められない。 底面下全面に掘り方が認められる。 掘り方底部はほぼ平坦で、 工具痕は認
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められない。 底面からの深さは 0.05m である。 埋土は５層認められ、 いずれもシルト質砂である。 ３層は底面直

上埋土である。 ４層、 ５層は掘り方埋土である。 竪穴底面中央部に炭化物の分布する範囲が認められた。 また、

底面東側に粘土が薄く分布する範囲が認められた。 遺物は、底面から非ロクロ土師器の甕 （第１４図１）、甑 （第

１４図２）、 土製紡錘車 （第１４図３） のほか、 自然遺物として貝の破片が１点 （写真図版１６－８） 出土している

（註１）。 第１４図１の甕は、 体部は長胴である。 口縁部は外傾して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面

ではハケメが施される。 第１４図２の甑は、 体部は漏斗状で、 無底式である。 口縁部は、 直立する。 調整は、 体

部内外面ともヘラナデが施される。 体部外面下半はヘラケズリがなされる。 第１４図３の土製紡錘車は、 上面と下

面はヘラケズリで、 側面はナデの後、 上方にヘラケズリがなされる。

ＳＩ３５Ａ０８竪穴住居跡　（第１５ ・ １６図、 第４表、 写真図版４ ・ ５ ・ １６）　　0F-039b 0F-038a Ｇｒｉｄに位置する竪

穴住居跡である。 本遺構は重複関係から、 ＳＫ３５Ａ１７、 ＳＫ３５Ａ３１、 ＳＸ３５Ａ０４、 ＳＸ３５Ａ０５、 小溝状遺構

群３５次Ａ群より古く、 ＳＫ３５Ａ３５、 ＳＫ３５Ａ３９、 ＳＸ３５Ａ１９、 ＳＸ３５Ａ２０、 Ｐ３５Ａ４６、 Ｐ３５Ａ４７より新しい。

他遺構に削平され、 竪穴北東及び南辺は遺存しない。 平面形は方形で、 上端規模は東西 4.29m、 南北 3.89m

以上である。 想定される主軸方位は、 Ｎ -86° -W である。 壁高は 0.18m で、 壁面の立ち上がり角は、 遺存状

況の良好な竪穴西壁で 51 度である。 床面はやや起伏しており、 西側に向かって下がる。 床面標高は 1.02m ～

1.11m である。 確認された床面積は 9.7 ㎡で、 推定床面積は 18.4 ㎡である。 床面からは周溝及びピット３基を検

出した。 掘り方は認められない。 周溝は、 幅 0.17 ～ 0.31m、 深さ 0.11m、 断面形は 「U」 字状で、 西側は竪穴

壁に沿って、 北側は竪穴壁から 1.1m 離れて巡る。 ピットは、 竪穴南西部に位置する。 平面形は、 いずれも楕

円形で、 柱材及び柱痕跡は認められず、 位置からも主柱穴とは考えにくい。 埋土は３層認められる。 ２層は床面

直上埋土で、 ３層は周溝埋土である。 遺物は、 埋土２層から非ロクロ土師器の坏 （第１６図１）、 埋土１層から非

ロクロ土師器の坏 （第１６図２ ・ ３）、 甕 （第１６図４ ・ ５）、 砥石 （第１６図６） が出土している。 第１６図１の坏は、
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口縁部は外傾して開き、 体部との境に稜を有する。 調整は、 外面ではヘラナデの後、 口縁端部と稜上方にヨコ

ナデが施される。 外面のヘラナデは、 非常に細かいハケメの可能性がある。 その場合、 古墳時代前期の鉢の可

能性が考えられる。 第１６図２の坏は、 口縁部は内湾気味に外傾して開き、 体部との境に稜を有する。 調整は、

外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラミガキを施した後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなさ

れる。 第１６図３の坏は、 口縁部は外傾して開き、 体部との境に稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナ

デ、 内面ではヘラミガキが施される。 体部外面はヘラケズリがなされる。 第１６図４の甕は、 体部は逆鐘形である。

体部最大径は、 頸部に位置する。 口縁部は、 外反して開き、 頸部に段はない。 調整は、 体部内外面ともヘラ

ナデが施される。 第１６図５は、 卵形の甕の底部である。 調整は、 ハケメの後、 ヘラナデが施される。 第１６図６

の砥石は、 使用面が５面みられる。

ＳＩ３５Ａ１０竪穴住居跡　（第１７ ・ １８ ・ １９ ・ ２０図、 第４表、 写真図版５ ・ ６ ・ １６）　　0H-037cd 0G-037ab Ｇｒｉｄ

に位置する竪穴住居跡である。 本遺構は重複関係から、 ＳＫ３５Ａ２９、 ＳＸ３５Ａ０７、 小溝状遺構群３５次Ａ群より

古く、 ＳＸ３５Ａ１６、 ＳＸ３５Ａ１７、 ＳＸ３５Ａ１８より新しい。 上面を他遺構に削平されているが、 床面の遺存状態は

良好である。 床面は２面認められ、 上面をＳＩ３５Ａ１０Ａ、 下面をＳＩ３５Ａ１０Ｂとした。 平面形は正方形である。 ＳＩ

３５Ａ１０Ａの上端規模は南北 6.72m、東西 6.72m、ＳＩ３５Ａ１０Ｂの上端規模は東西 6.06m、南北 5.80m 以上である。
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カマドを通した主軸方位はいずれもＮ -24° -W である。 壁高はＳＩ３５Ａ１０Ａで 0.09m、 ＳＩ３５Ａ１０Ｂで 0.20m で

ある。 壁面の立ち上がり角は 46 ～ 66 度である。 床面は平坦である。 床面標高はＳＩ３５Ａ１０Ａで 0.94m、 ＳＩ３５

Ａ１０Ｂで 0.83m である。 確認した床面積は、 ＳＩ３５Ａ１０Ａで 33.2 ㎡、 ＳＩ３５Ａ１０Ｂは掘り方の下端で 36.5 ㎡で

ある。 ＳＩ３５Ａ１０Ａの床面中央部に炭化物の分布が認められ、 カマドを検出した。 カマドは、 竪穴北壁中央やや

西寄りに位置する。 袖と燃焼部、 煙道が遺存し、 燃焼部は竪穴内に納まる。 カマド袖材は粘土で、 袖先端部に

粘土質の凝灰岩の切り石を用いている。 また、 カマド焚口天井部に掛けられていたと考えられる粘土質の凝灰岩

の切り石が、 カマド袖先端付近の床面に破砕した状態で出土した。 カマド袖は遺構確認面まで遺存する。 カマド

燃焼部内部の幅は、 残存長で 0.68m、 袖先端から煙道部先端までの奥行きは 1.74m である。 煙道部は竪穴壁

から 0.78m 突出する。 燃焼部と煙道部との境界は他遺構に削平されており、 段差の有無は不明である。 燃焼部

は床面より 0.08m 低い。 カマド煙道部及び燃焼部は掘り方を有し、 特に竪穴外に突出する燃焼部は幅 0.12m の

厚さでカマド構築材の粘土が貼られている。 ＳＩ３５Ａ１０Ｂの床面からは、 周溝及びピット 8 基を検出した。 床面

は掘り方まで一度下げており、 断面観察で周溝が掘り込まれている層上面を床面と認定した。 周溝は、 竪穴西

壁側及び北壁側を巡る。 北壁側の周溝は、 ＳＩ３５Ａ１０Ａカマド下部にも遺存する。 西側の周溝は、 竪穴壁から

0.38m 以上離れて位置する。 周溝の幅は 0.22m ～ 0.27m、 深さ 0.10m である。 断面形は 「Ｕ」 字状である。 ピ

ットはいずれも柱材や柱痕跡は認められなかったが、 配置から P １、 P ３、 P ５、 P ７の４本柱の主柱穴であると考

えられる。 また、 P ４はカマドと対極の南壁際中央に位置することから、 出入り口施設に伴うピットの可能性がある。

埋土は、大別１５層、細別１６層認められる。 １～９層はＳＩ３５Ａ１０Ａ埋土、１０～１５層はＳＩ３５Ａ１０Ｂの埋土である。

２層は床面直上埋土で、 竪穴西壁付近で２ｂ層が深く落ちこんでいることから、 ＳＩ３５Ａ１０Ａ西壁際の周溝の可能

性がある。３層は竪穴西壁付近にのみ認められる竪穴壁崩落土、４層は竪穴床面中央からカマド手前に分布する、

炭化物粒を含む層である。５～８層はカマド埋土で、うち７層は粘土質シルトのカマド天井部崩落土である。９層は、

カマド袖から天井部にかけて遺存する粘土層である。 １０層、 １１層はＳＩ３５Ａ１０ＢからＳＩ３５Ａ１０Ａへ床面を嵩上

げする際の埋土である。 １２層はＳＩ３５Ａ１０Ｂ周溝埋土で、 １３～１５層はＳＩ３５Ａ１０Ｂ掘り方埋土である。

遺物は、 ＳＩ３５Ａ１０Ａの床面カマド周辺から非ロクロ土師器の甕 （第２０図２ ・ ４ ・ ５） がまとまって出土してい

る。 また、 ＳＩ３５Ａ１０Ｂの床面から非ロクロ土師器の甕 （第２０図３） が出土した。 その他、 ＳＩ３５Ａ１０Ａの埋土

から非ロクロ土師器坏 （第２０図１）、 非ロクロ土師器甕 （第２０図６）、 砥石 （第２０図７）、 金属製耳環 （第２０図

８）、 須恵器高坏脚部 （第２０図９） が出土している。 第２０図１の坏は、 口縁部は外反して開き、 端部は外反す

る。 体部との境に稜はみられない。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施された後、 黒

色処理される。 体部外面はヘラケズリがなされる。 第２０図２の甕は、 体部は漏斗形である。 体部最大径は、 頸

部に位置する。 口縁部は、 緩やかに外反して開く。 頸部に段はない。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラ

ナデが施される。 体部下半は、 ヘラケズリがなされる。 第２０図３の甕は、 体部は逆鐘形である。 体部最大径は、

中位に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部に沈線状の段を有する。 調整は、 体部外面ではハケメの後ナ
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デが施され、 下半にオサエメがみられる。 第２０図４の甕は、 体部は漏斗状である。 体部最大径は、 頸部に位

置する。 口縁部は、 緩やかに外傾して開き、 頸部に段はない。 調整は、 体部内外面とも、 ハケメの後ヘラナデ

が施される。 第２０図５は、 漏斗状の甕の体部である。 調整は、 外面ではハケメが施される。 体部下半は、 ヘラ

ケズリがなされる。 第２０図６の甕は、 卵形の体部である。 体部最大径は、 中位に位置する。 調整は、 体部外面

ではハケメの後、 下半にヘラナデが施される。 第２０図７の砥石は、 使用面が４面みられる。 第２０図８の耳環は、

肉眼では銅芯銀箔貼と観察される。 第２０図９は、 須恵器高坏の脚裾部である。 裾部は大きく開き、 端部は屈曲

し面をなす。

ＳＩ２５１６竪穴住居跡　（第２１図 ・ 第４表）

　　0E-040a Ｇｒｉｄに位置する竪穴住居跡

である。 本調査区内での、 Ⅲ層上面遺

構との新旧関係はない。 南西の第２５次

調査西区から続く遺構で、 本調査区では

竪穴北東部隅のみ認められた。 本調査

区で確認された範囲は、 南北 0.14m、 東

西 1.02m である。 壁高は 0.28m 以上で、

壁面の立ち上がり角は 74 度である。 埋

土は壁際のみの調査であり、 １層のみが

認められた。 遺物は出土していない。

（２） ＳＡ区画施設　Ⅲ層上面の区画施設

を、 １条検出した。

ＳＡ２５０２区画施設　（第２２図、 第５表、

写真図版５）　　0H-037b Ｇｒｉｄに位置す

る。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ１３

より新しい。 調査区北隅に位置する、 溝

状の掘りこみを有する区画施設である。

第２５次調査東区から続き、 西側は調査

区外へ続く。 本調査区では全長 3.96m

以上の溝状の掘り込みを確認した。 溝の

幅は 0.34m、 深さは 0.23m で、 走行方

向はＮ -89° -E である。 底面からピット

は見つからなかった。 遺物は、 埋土から

非ロクロ土師器片が出土している。

（３） ＳＤ溝跡　Ⅲ層上面の溝跡は、 ５条

検出した。

ＳＤ３５Ａ１２溝跡　（第２３図、 第６表）　　

0I-037c	0H-037b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺

構は重複関係から、 小溝状遺構群３５次

Ａ群より古い。 北西方向に走る溝で、 両

端は他遺構に削平される。 遺物は出土し

ていない。

ＳＤ３５Ａ１３溝跡　（第２３図、 第６表）　　

0H-037bc	0H-036d Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 ＳＡ２５０２、 ＳＸ３５

Ａ１４、 ＳＸ３５Ａ１５、 ＳＸ３５Ａ２３、 小溝
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状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＤ３５Ａ１４、 ＳＫ３５Ａ３２、 ＳＸ３５Ａ２１より新しい。 北西方向に走る溝で、 南端は

他遺構に削平される。 北西側は調査区外に続く。 遺物は、 埋土より非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＤ３５Ａ１４溝跡　（第２３図、 第６表）　　0H-037c 0H-036ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５

Ａ１３、 ＳＸ３５Ａ１５より古い。 北東方向に走る溝で、 両端は他遺構に削平される。 遺物は出土していない。

ＳＤ３５Ａ１５溝跡　（第２３ ・ ２４図、 第６表、 写真図版６ ・ １７）　　0G-038acd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関

係から、ＳＸ３５Ａ３１より古い。 東西方向に走る溝で、西端は北へ屈曲し、収束する。 埋土は２層認められる。 １層・

２層ともに炭化物を混入する。 遺物は、埋土１層から非ロクロ土師器甕 （第２４図１） と、手捏ね土器 （第２４図２）

が出土している。 第２４図１の甕は、 体部は逆鐘形である。 体部最大径は、 上位に位置する。 口縁部は、 外反

して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面では、 ハケメが施される。 第２４図２の手捏ね土器は、 内外面

ともにオサエメのみで成形されている。

ＳＤ２５２３溝跡　（第２３ ・ ２４ ・ ６５図、 第６表、 写真図版６ ・ １０ ・ １７）　　0G-039c 0F-039abcd 0E-039a Ｇｒｉｄに

位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＫ３５Ａ２３、ＳＸ３５Ａ１１、ＳＸ３５Ａ１３、ＳＸ３５Ａ２５、ＳＸ３５Ａ２９より新しい。

調査区南西で南北方向に走る溝である。 南側は第２５次調査西区から続き、 北側は調査区外へ続く。 規模は全

長 14.35m 以上、 幅 2.70m、 深さ 0.55m である。 溝の断面形は逆台形で、 上半が開いている。 底面は平坦で、

工具痕が一部残存している。 底面東壁際で、 直径１cm 程の木質の遺存体が連続して並んでいるのを確認した。

木質の遺存体は底面より深く刺さっており、 上端は最大で底面より５cm 程度上まで残存していた。 遺存状態が極

めて悪く、 出土遺物としてとりあげられなかった。 壁面の柵の一部の可能性はあるが、 詳細は不明である。 溝の

東側から 2.4 ～ 2.7m 離れて小溝状遺構群３５次Ａ群が位置することから、 畑区画溝と考えられる。 埋土は大別６

層認められ、 ３層は灰白色火山灰層である。 ５a 層は、 Ｂベルト付近で層厚が厚いため、 人為的な埋め戻しの可

能性が考えられる。 遺物は、 埋土６層から非ロクロ土師器の坏 （第２４図３） が出土しているが、 遺構の時期を

示す資料ではない。 その他埋土から、 砥石片が出土している。 底面から遺物は出土していない。 第２４図３の坏

は、口縁部は外傾して開く。 調整は、外面ではヨコナデ後にヘラミガキが施され、内面ではヘラミガキを施した後、

黒色処理される。

（４） ＳＫ土坑　Ⅲ層上面の土坑は、 ２８基検出した。

ＳＫ３５Ａ１１土坑　（第２５図、 第７表）　　0G-038c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５

次Ａ群より古い。 遺物は出土していない。

ＳＫ３５Ａ１２土坑　（第２５・２６図、第７表、写真図版７・１７）　　0G-038bcＧｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、

小溝状遺構群３５次Ａ群より古い。 調査区中央に位置する不整楕円形の土坑で、 炭化物を含む。 遺物は、 埋土

２層から非ロクロ土師器の鉢 （第２６図１） が出土している。 他に、 埋土より礫が出土した。 第２６図１の鉢は、 体
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部は漏斗状である。 口縁部は緩やかに外傾して開く。 調整は、 体部内外面ともヘラナデが施される。

ＳＫ３５Ａ１３土坑　（第２５図、 第７表）　　0G-038c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５

次Ａ群より古い。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ１５土坑　（第２５図、 第７表）　　0F-039a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物は

出土していない。

ＳＫ３５Ａ１６土坑　（第２７図、 第７表）　　0F-039a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物は

出土していない。

ＳＫ３５Ａ１７土坑　（第２７図、第８表）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、ＳＩ３５Ａ０８より新しい。

遺物は埋土より非ロクロ土師器片が１点出土している。

ＳＫ３５Ａ１８土坑　（第２７図、 第８表、 写真図版７）　　0G-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構はⅢ層上面遺構との新

旧関係はない。 調査区中央に位置する不整円形の土坑である。 埋土は５層認められ、 最下層の５層は焼土粒 ・

炭化物を多く含む。 遺物は埋土より非ロクロ土師器片が１点出土している。

ＳＫ３５Ａ１９土坑　（第２７・２８図、 第８表、 写真図版１７）　　0G-037a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、
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小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＸ３５Ａ０７より新しい。 遺物は、 埋土２層から非ロクロ土師器甕 （第２８図１）

が出土している。 第２８図１の甕は、体部は逆鐘形である。 口縁部は、外傾して開き、頸部に段を有する。 調整は、

体部外面ではハケメの後ヘラナデが施される。

ＳＫ３５Ａ２０土坑　（第２７図、 第８表）　　0G-038b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５

次Ａ群より古い。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器が１点出土している。

ＳＫ３５Ａ２３土坑　（第２７図、 第８表）　　0E-039a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２５２３より古い。

遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が１点出土している。

ＳＫ３５Ａ２４土坑　（第２９図、 第８表）　　0F-038d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５

次Ａ群より古い。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ２６土坑　（第２９ ・ ３０図、 第８表、 写真図版１７）　　0H-038c 0G-038ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重

複関係から、小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、ＳＸ３５Ａ３１より新しい。遺物は、埋土２層から非ロクロ土師器の坏（第

３０図１）、 １層から非ロクロ土師器の坏 （第３０図２） が出土している。 また、 埋土から出土した非ロクロ土師器甕

体部破片内面に密着して、自然遺物として貝の破片が１点（写真図版１７－８）出土した（註２）。 第３０図１の坏は、

口縁部は外傾して開き、 体部との境の内外面に稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘ

ラミガキが施された後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第３０図２の坏は、 口縁部は直立
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し、 体部との境に段付の稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面はヘラミガキの後、 口縁部は

ヨコナデが施され、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。

ＳＫ３５Ａ２７土坑　（第３１ ・ ３２図、 第８表、 写真図版７ ・ １７）　　0G-039c 0G-038d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は

重複関係から、 ＳＫ３５Ａ２８、 ＳＸ３５Ａ１９より新しい。 調査区中央に位置する不整楕円形の土坑である。 埋土は

３層認められ、１層は粘土質シルトを含み、しまりが強い。 遺物は、埋土１層から非ロクロ土師器の甕 （第３２図１・２・

３ ・ ４） が出土している。 第３２図１は、 長胴の甕の体部である。 体部最大径は、 中位に位置する。 調整は、 外

面ではハケメの後、 下半にナデが施される。 第３２図２の甕は、 体部は長胴である。 体部最大径は、 中位に位

置する。 口縁部は外傾して開き、頸部に段を有する。 調整は、体部内外面ともヘラナデが施される。 第３２図３は、

長胴の甕の体部である。 体部下半は、 ヘラケズリがなされる。 第３２図４の甕は、 体部は長胴である。 体部最大

径は中位に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラナ

デが施される。

ＳＫ３５Ａ２８土坑　（第３１・３３図、第８表、写真図版７・１７）　　0G-038d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＫ３５Ａ２７、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古い。 調査区中央に位置する不整楕円形の土坑である。 埋土は２層

認められ、 １層はしまりが強い。 遺物は、 埋土１層から非ロクロ土師器の坏 （第３３図１） と甕 （第３３図２ ・ ３） が

出土している。 第３３図１の坏は、 口縁部は外反して開き、 体部との境に段を有する。 調整は、 外面では口縁部

はヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第３３図２の甕は、 体部は長

胴である。 体部最大径は上位に位置する。 口縁部は、 外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部内外

面ともヘラナデが施される。 第３３図３の甕は、体部は卵形である。 体部最大径は、中位よりやや下方に位置する。

口縁部は外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラナデが施される。 体部下

半は、 ヘラケズリがなされる。

ＳＫ３５Ａ２９土坑　（第３４図、 第８表）　　0H-037d 0G-037a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ

０７より古く、 ＳＩ３５Ａ１０より新しい。 遺物は出土していない。

ＳＫ３５Ａ３０土坑　（第３４図、第８表）　　0H-037b Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物は、

埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ３１土坑　（第３４図、 第８表）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 Ｐ３５Ａ３２より古く、

ＳＩ３５Ａ０８より新しい。 遺物は出土していない。



－ 33 －

ＳＫ３５Ａ３２土坑　（第３４図、 第８表）　　0H-037bc Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ１３、 ＳＸ

３５Ａ１５より古い。 遺物は、 埋土から礫などが出土している。

ＳＫ３５Ａ３４土坑　（第３５・３６図、第８表、写真図版７・１７）　　0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＸ３５Ａ０８、 ＳＸ３５Ａ０９より古い。 遺物は、 埋土１層から非ロクロ土師器高坏 （第３６図１） が出土している。 第

３６図１の高坏は、短脚で裾部は｢ハ｣字状に開く。内部は半中実である。柱部と裾部の境に沈線が巡る。調整は、

坏部内面ではヘラミガキが施された後、 黒色処理される。 柱部は内外面ともヘラケズリがなされる。

ＳＫ３５Ａ３５土坑　（第３５ ・ ３６図、 第８表、 写真図版７ ・ １７）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。 不整楕円形の土坑

である。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ０８より古く、 ＳＸ３５Ａ１９より新しい。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器

の坏 （第３６図２） が出土している。 第３６図２の坏は、 口縁部は内反して緩やかに開き、 体部との境に稜はみら

れない。 調整は、 外面では口縁部はヘラナデ、 内面ではヘラナデの後、 一部にヘラミガキが施される。 体部外

面は、 ヘラケズリがなされる。
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ＳＫ３５Ａ３７土坑　（第３７ ・ ３８図、 第８表、 写真図版１７）　　0F-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＸ３５Ａ１３より古い。 遺物は、 埋土２層から非ロクロ土師器坏 （第３８図１）、 須恵器甕体部片 （第３８図２） が出

土している。 第３８図１の坏は、 口縁部は外反して開き、 体部との境に稜を有する。 調整は、 外面では口縁部は

ヨコナデ、 内面ではヘラミガキを施した後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第３８図２の須

恵器甕は、 外面は平行タタキメ、 内面は同心円文がみられる。

ＳＫ３５Ａ３８土坑　（第３７図、第８表）　　0F-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＸ３５Ａ１３より古い。

遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。
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ＳＫ３５Ａ３９土坑　（第３７図、 第８表、 写真図版７）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ

３５Ａ０８より古い。 遺物は出土していない。

ＳＫ３５Ａ４０土坑　（第３７・３８図、第８表、写真図版８・１７）　　0G-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＸ３５Ａ１９より古い。 調査区中央に位置する不整楕円形の土坑である。 遺物は、底面から非ロクロ土師器鉢 （第

３８図３） が横倒しで出土しているほか、 埋土２層から非ロクロ土師器甕 （第３８図４） が出土している。 第３８図３

の鉢は、 体部は逆鐘形である。 体部最大径は、 頸部に位置する。 口縁部は、 外反して緩やかに開く。 頸部に

段はない。 調整は、 内外面とも口縁部はヨコナデ、 体部はヘラナデが施される。 第３８図４の鉢は、 体部は逆鐘

形である。 体部最大径は、 頸部に位置する。 口縁部は外傾して緩やかに開き、 端部は強く外反する。 頸部に

段はない。 調整は、 外面ではヘラナデの後、 ナデが施される。

ＳＫ３５Ａ４１土坑　（第３９・４０図、 第８表、 写真図版１８）　　0G-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＸ３５Ａ１９より古い。 遺物は、 埋土１層から土製紡錘車 （第４０図１） が出土している。 その他、 埋土から非ロ

クロ土師器片が出土している。 第４０図１の土製紡錘車は、 上面 ・ 下面及び側面ともに、 ヘラミガキが緻密に施

されている。

ＳＫ３５Ａ４２土坑　（第３９図、 第８表）　　0F-039b 0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ
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１９より古く、 ＳＸ３５Ａ２０より新しい。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ４３土坑　（第３９図、第８表）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＸ３５Ａ１９より古い。

遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片などが出土している。

ＳＫ３５Ａ４５土坑　（第３９図、 第８表）　　0H-037ab Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物

は出土していない。

（５） ＳＸ性格不明遺構　Ⅲ層上面の性格不明遺構は、 ２８基検出した。

ＳＸ３５Ａ０４性格不明遺構　（第４１図、第９表、写真図版８）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、

小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＩ３５Ａ０８より新しい。 調査区中央に位置する不整方形の遺構である。 ＳＸ３５
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Ａ０４、 ＳＸ３５Ａ０５、 ＳＸ３５Ａ０６は埋土 ・ 規模が類似し、 東西に平行して並ぶことから、 同一の性格を持つ遺構

と考えられる。 ＳＸ３５Ａ０４は、 ３基のうち、 西側の遺構である。 規模は、 南北 1.60m、 東西 1.00m 以上で、 平

面形は３基の中で最も整っている。 深さは 0.16m で、 底面は起伏している。 埋土は５層認められる。 ２層は、 炭

化物を多量に含んでおり、 本遺構による何らかの燃焼行為があったと考えられる。 ４層、 ５層は東西壁面に沿っ

て認められ、 垂直に近い立ち上がりを示すことから、 壁面への貼り土の可能性がある。 遺物は、 埋土から非ロク

ロ土師器片が出土している。 なお、 本遺構の埋土は水洗選別を行ない、 種子の抽出作業を試みたが、 炭化木

片のみ出土している。

ＳＸ３５Ａ０５性格不明遺構　（第４１図、 第９表、 写真図版８）　　0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係か
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ら、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＩ３５Ａ０８、 ＳＸ３５Ａ２０より新しい。 調査区中央に位置する不整方形の遺

構である。 ＳＸ３５Ａ０４、 ＳＸ３５Ａ０６が平行して並ぶ３基のうち、 中央の遺構である。 ＳＸ３５Ａ０５の規模は、 南北

1.91m、 東西 0.88m 以上で、 平面形は３基の中ではやや南北に長い。 深さは 0.20m で、 底面は起伏しており、

やや南側が深い。 埋土は５層認められる。 ２層は、 炭化物を多量に含んでおり、 本遺構による何らかの燃焼行

為があったと考えられる。 ４層、 ５層は西壁に沿って認められ、 垂直に近い立ち上がりを示すことから、 壁面への

貼り土の可能性がある。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ａ０６性格不明遺構　（第４１図、 第９表、 写真図版８）　　0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係か

ら、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＸ３５Ａ２０、 Ｐ３５Ａ２８より新しい。 調査区中央に位置する不整方形の遺

構である。 ＳＸ３５Ａ０６の規模は、 南北 1.50m、 東西 1.20m 以上で、 平面形は東西に広がっており、 ３基の中で

最も不整形である。 深さは 0.23m で、 底面は起伏しており、 南側は一段浅くなる。 埋土は大別４層、 細別５層認

められる。 ２層は、 炭化物を多量に含んでおり、 本遺構による何らかの燃焼行為があったと考えられる。 ４層は西

壁に沿って認められ、 垂直に近い立ち上がりを示すことから、 壁面への貼り土の可能性がある。 遺物は、 埋土か

ら非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ａ０７性格不明遺構　（第４２図、 第９表）　　0H-037cd 0G-037abd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係か

ら、 ＳＫ３５Ａ１９、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＩ３５Ａ１０、 ＳＫ３５Ａ２９より新しい。 小溝状遺構群３５次Ａ
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群耕作土の下面に位置する遺構である。 底面は起伏しており、 埋土はブロック状で人為的な攪拌が認められる。

小溝状遺構群に先行する畑耕作土の可能性も考えられる。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片、 須恵器片、 砥

石などが出土している。

ＳＸ３５Ａ０８性格不明遺構　（第４２ ・ ４３ ・ ４４図、 第９表、 写真図版８ ・ １８）　　0F-038ab Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ０９より古く、 ＳＫ３５Ａ３４より新しい。 調査区中央に位置する土坑状の遺構である。

東側が深く落ち込んでいる。 埋土は６層認められる。 埋土の状況から、 ２層と３層は、掘り直された可能性がある。

遺物は、 埋土４層から非ロクロ土師器の鉢 （第４３図３）、 埋土３層から坏 （第４３図１ ・ ２）、 甕 （第４３図４）、 埋

土６層から木錘 （第４３図５）、 柄 （第４３図６） が出土している。 第４３図１の坏は、 口縁部は外反して開き、 体

部との境に丸みのある稜を有する。 調整は、 口縁部内外面はヘラミガキが施され、 内面は黒色処理される。 体

部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第４３図２の坏は、 口縁部は直立し、 体部との境に丸みのある稜を有する。 調

整は、外面では口縁部はヨコナデ、内面はヘラミガキの後、黒色処理される。 体部外面は、ヘラケズリがなされる。

第４３図３の鉢は、 体部は逆鐘形である。 口縁部は外傾して開き、 頸部に稜を有する。 調整は、 体部外面上半

ではハケメ、底部付近ではヘラケズリの後、ヘラナデが施される。 第４３図４の甕は、体部は卵形である。 口縁部は、

外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部内外面ともヘラナデが施される。 第４３図６の柄は、 緊縛痕は

みられない。

ＳＸ３５Ａ０９性格不明遺構　（第４５ ・ ４６図、 第９表、 写真図版１８）　　0F-038abd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重

複関係から、小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、ＳＸ３５Ａ０８より新しい。遺物は、埋土１層から非ロクロ土師器の甑（第

４６図１） が出土している。 第４６図１の甑は、 体部は長胴で無底式である。 調整は、 外面ではハケメが施される。

底部付近は、 内外面ともにヘラケズリがなされ、 外面では部分的にヘラミガキが施される。

ＳＸ３５Ａ１０性格不明遺構　（第４５ ・ ４６図、 第９表、 写真図版１８）　　0H-038c Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構

との新旧関係はない。 遺物は、埋土２層から非ロクロ土師器の坏 （第４６図２） が出土している。 第４６図２の坏は、

口縁部は外傾して開き、 体部との境に内外面とも稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面では

ヘラミガキが施された後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。

ＳＸ３５Ａ１１性格不明遺構　（第４７ ・ ４８図、 第９表、 写真図版１８）　　0F-040bc 0F-039ad 0E-039a Ｇｒｉｄに位置

する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２５２３より古く、 ＳＩ３５Ａ０３、 ＳＩ３５Ａ０４、 ＳＸ３５Ａ２６より新しい。 遺物は、 埋
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土１層から非ロクロ土師器の坏 （第４８図１）、 甕 （第４８図２） が出土している。 第４８図１の坏は、 口縁部は直立

して開き、 体部との境に稜を有する。 調整は、 口縁部は内外面ともヨコナデ、 体部内面はヘラナデが施される。

体部外面は、 下部ではヘラケズリがなされた後、 ヘラミガキが施される。 内外面が黒色仕上げ処理 （仙台市教

育委員会 1994） されている。 第４８図２の甕は、 長胴の体部である。 調整は、 外面ではハケメの後ヘラナデが

施される。

ＳＸ３５Ａ１２性格不明遺構　（第４７図、 第９表）　　0G-038d 0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

小溝状遺構群３５次Ａ群より古い。 平面形は、 長楕円形の遺構である。 遺物は出土していない。

y15056

x‑19133
5



－ 46 －

ＳＸ３５Ａ１３性格不明遺構　（第４９図、 第９表）　　0F-039cd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ

０１、 ＳＤ２５２３より古く、 ＳＫ３５Ａ３７、 ＳＫ３５Ａ３８、 ＳＸ３５Ａ２７、 Ｐ３５Ａ３５より新しい。 平面形は方形で、 竪穴

状の遺構である。 底面はやや起伏している。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片、 須恵器片、 礫などが出土し

ている。

ＳＸ３５Ａ１４性格不明遺構　（第４９ ・ ５０図、 第９表、 写真図版１８）　　0H-037b 0H-036a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺

構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ１５、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＤ３５Ａ１３、 ＳＸ３５Ａ３０、 Ｐ３５Ａ３４、 Ｐ３５

Ａ３７、 Ｐ３５Ａ３８、 Ｐ３５Ａ４４より新しい。 遺物は、 埋土１層から非ロクロ土師器甑 （第５０図１） が出土している。

第５０図１の甑は、無底式である。 調整は、外面はヘラナデ、内面はヘラケズリが施される。 底部から 1.2 ㎝上方に、

外から内へ直径 0.5 ㎝の孔が焼成前に穿孔される。

ＳＸ３５Ａ１５性格不明遺構　（第５１ ・ ５２図、 第９表、 写真図版１８）　　0H-037bc 0H-036ad Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 小溝状遺構群３５次Ａ群より古く、 ＳＤ３５Ａ１３、 ＳＤ３５Ａ１４、 ＳＸ３５Ａ１４、 ＳＸ３５Ａ２１、

ＳＸ３５Ａ３０より新しい。 遺物は、 埋土より非ロクロ土師器片、 土製支脚 （第５２図１） が出土している。 第５２図１

の土製支脚は、 棒状で内面は中実である。 外面をオサエメで成形している。 下半は欠損している。

ＳＸ３５Ａ１６性格不明遺構　（第５３図、第９表、写真図版９）　　0H-037c Ｇｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、

ＳＩ３５Ａ１０より古い。 不整形の土坑状の遺構である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。
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ＳＸ３５Ａ１７性格不明遺構　（第５３図、第９表、写真図版９）　　0H-037c Ｇｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、

ＳＩ３５Ａ１０より古い。 不整形の土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ１８性格不明遺構　（第５３図、 第９表）　　0H-037d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ

１０より古い。 東西に長い土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ１９性格不明遺構　（第５４ ・ ５５図、 第９表、 写真図版９ ・ １８）　　0G-039c 0G-038d 0F-039b 0F-038a

Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ０８、 ＳＫ３５Ａ２７、 ＳＸ３５Ａ０５、 ＳＸ３５Ａ０６、 ＳＫ３５Ａ３５、

Ｐ３５Ａ２０、 Ｐ３５Ａ２６より古く、 ＳＫ３５Ａ４０、 ＳＫ３５Ａ４１、 ＳＫ３５Ａ４２、 ＳＫ３５Ａ４３、 ＳＸ３５Ａ２０、 ＳＸ３５Ａ

３２、 Ｐ３５Ａ３９、 Ｐ３５Ａ４０より新しい。 南北に長い遺構で、 底面はほぼ平坦である。 遺物は、 埋土１層から非ロ

クロ土師器の甕 （第５５図１） と甑 （第５５図２）、須恵器壺 （第５５図３）、須恵器甕 ( 第５５図４） が出土している。

第５５図１の甕は、 体部は長胴である。 体部最大径は中位やや下方に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部

に段を有する。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラナデが施される。 第５５図２の甑は、 体部は逆鐘形で無

底式である。 口縁部は、 外反して開く。 調整は、 体部内外面ともハケメの後ヘラナデが施される。 外面下半は、
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ヘラケズリがなされる。 第５５図３と４はいずれも口縁部である。 第５５図３は瓶類の可能性がある。

ＳＸ３５Ａ２０性格不明遺構　（第５４ ・ ５５図、 第９表、 写真図版１８）　　 0G-038d 0F-038a Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 ＳＫ３５Ａ４２、 ＳＸ３５Ａ０５、 ＳＸ３５Ａ０６、 ＳＸ３５Ａ１９より古い。 南北に長い溝状の遺構で

ある。 遺物は、 埋土１層から非ロクロ土師器の坏 （第５５図５） が出土している。 第５５図５の坏は、 口縁部は外

反して開き、 体部との境に緩やかな稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施

された後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。

ＳＸ３５Ａ２１性格不明遺構　（第５４・５５図、第９表、写真図版１８）　　0H-037c 0H-036d 0G-036a Ｇｒｉｄに位置する。

本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ１３、 ＳＸ３５Ａ１５より古い。 他遺構に削平され平面形は不明である。 遺物は、

埋土１層から非ロクロ土師器の坏 （第５５図６） が出土している。 第５５図６の坏は、 体部との境に稜を有する。 調

整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施された後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケ

ズリがなされる。

ＳＸ３５Ａ２３性格不明遺構　（第５４図、 第９表）　　0H-037b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ

１３より新しい。 土坑状の遺構で、 底面は平坦である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ａ２５性格不明遺構　（第５６図、 第９表）　　0F-039a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２５２３

より古い。 円形の土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ２６性格不明遺構　（第５６図、 第９表）　　0F-039a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ

１１より古い。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ２７性格不明遺構　（第５６ ・ ５７図、 第９表、 写真図版１９）　　0F-039c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複

関係から、 ＳＸ３５Ａ１３より古い。 遺物は、 埋土１層から土製支脚 （第５７図１） が出土している。 その他、 埋土

から非ロクロ土師器片、 礫などが出土している。 第５７図１の土製支脚は、 棒状で内面は中実である。 調整は、

体部にオサエメ及びヘラナデを、 上部にミヘラガキを施している。

ＳＸ３５Ａ２８性格不明遺構　（第５８図、 第９表）　　0F-040c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＩ３５Ａ

０３より古い。 円形の土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ２９性格不明遺構　（第５８図、 第９表）　　0F-039b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２５２３

より古い。 土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。

ＳＸ３５Ａ３０性格不明遺構　（第５８図、 第９表）　　0H-037b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ

１４、 ＳＸ３５Ａ１５より古い。 土坑状の遺構である。 遺物は出土していない。
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ＳＸ３５Ａ３１性格不明遺構　（第５９ ・ ６０図、 第９表、 写真図版９ ・ １９）　　0G-038abcd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構

は重複関係から、 ＳＫ３５Ａ２６、 Ｐ３５Ａ３１より古く、 ＳＤ３５Ａ１５より新しい。 平面形は、 不整形である。 遺物は、

埋土１層から甑 （第６０図５）、埋土３層から非ロクロ土師器坏 （第６０図１・２）、埋土４層から非ロクロ土師器甕 （第

６０図３ ・ ４） が出土している。 その他、 埋土から礫が出土している。 第６０図１の坏は、 口縁部は外傾して開き、
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体部との境に稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施された後、 黒色処理さ

れる。 体部外面は、ヘラケズリがなされる。 第６０図２の坏は、口縁部は外傾して開き、体部との境に稜を有する。

調整は、 外面では、 口縁部はハケメの後ヨコナデ、 内面ではヘラミガキが施された後、 黒色処理される。 体部外

面は、 ヘラケズリがなされる。 第６０図３の甕は、 体部は逆鐘形である。 体部最大径は上位に位置する。 口縁部

は外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面ではハケメが施される。 第６０図４の甕は、 体部は卵形

である。 口縁部は外傾して開き、頸部に段を有する。 調整は、体部外面ではハケメが施される。 第６０図５の甑は、

多孔式で 12 孔が残存する。 いずれも外から内へ焼成前に穿孔される。 調整は、 外面はハケメの後、 ヘラケズリ

が施される。

ＳＸ３５Ａ３２性格不明遺構　（第５９ ・ ６１ ・ ６２図、 第９表、 写真図版９ ・ １９）　　0G-039c 0G-038d Ｇｒｉｄに位置

する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５Ａ１９より古い。 土坑状の遺構で、 北西は調査区外に続く。 底面は平坦で

ある。 遺物は、 底面から非ロクロ土師器甕 （第６１図１ ・ ２ ・ ３ ・ ４） と、 非ロクロ土師器甑 （第６１図５） が出土し

ている。 その他、 埋土から粘土質の凝灰岩礫が出土している。 第６１図１の甕は、 体部は逆鐘形である。 体部最

大径は、 上位に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部に段はない。 調整は、 体部内外面ともヘラナデが施さ

れ、 上半にオサエメがみられる。 外面下半は、 ヘラケズリがなされる。 第６１図２の甕は、 体部は長胴である。 体

部最大径は、 中位やや下方に位置する。 口縁部は、 外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部外面で

はハケメの後、 ヘラナデが施される。 体部外面下半は、 ヘラケズリがなされる。 第６１図３の甕は、 体部は長胴で

ある。 体部最大径は、 中位に位置する。 口縁部は外反して開き、 頸部に段を有する。 調整は、 体部内外面とも
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ヘラナデが施される。 第６１図４の甕は、 体部は卵形である。 体部最大径は、 中位に位置する。 口縁部は、 外

反して開き、 頸部に段はない。 調整は、 体部内外面ともヘラナデが施される。 体部外面下半は、 ヘラケズリがな

される。 第６５図５の甑は、 体部は漏斗状である。 体部最大径は、 頸部に位置する。 口縁部は、 外傾して開き、

頸部に段はない。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラナデが施される。 内面では、 ハケメの後、 上半はヘ

ラミガキ、 下半はヘラナデが施される。 外面下部は、 ヘラケズリがなされる。

ＳＸ３５Ａ３３性格不明遺構　（第５９図、第９表）　　0E-040a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。

遺物は出土していない。

ＳＸ２５６１性格不明遺構　（第５９図、 第９表）　　0E-039a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。

遺物は出土していない。

（６） ピット （第６３ ・ ６４図、 第１０表）

Ⅲ層上面のピットは計 25 基検出した。 ピットの平面形はいずれも不整円形から不整形で、 平面規模は 0.29 ～

0.62m、 深さは 0.11 ～ 0.22m と小規模である。 埋土は単層のものが多く、 土色は黒褐色 ・ 灰黄褐色を中心とし、

土性はシルト質砂のものが多い。 柱材や柱痕跡を持つものはない。 ピットは調査区中央の 0G-039cGrid 付近と

調査区北西の 0H-037bGrid 周辺に集中している。 遺物が出土したピットは、 Ｐ３５Ａ２７ ・ Ｐ３５Ａ３６ ・ Ｐ３５Ａ３９ ・

Ｐ３５Ａ４２ ・ Ｐ３５Ａ４３ ・ Ｐ３５Ａ４７の６基で、 いずれも埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

（７） 小溝状遺構群　Ⅲ層上面の小溝状遺構群は、 小溝状遺構３０条で構成されている。

小溝状遺構群３５次Ａ群　（第６５ ・ ６６ ・ ６７図、 第１１表、 写真図版９ ・ １０ ・ １９）　　0I-037c 0H-038c 

0H-037bcd 0H-036ad 0G-039c 0G-038abcd 0G-037abd 0F-039bc 0F-038abd Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複

関係から、 ＳＩ３５Ａ０１、 ＳＩ３５Ａ０８、 ＳＩ３５Ａ１０、 ＳＤ３５Ａ１２、 ＳＫ３５Ａ１１、 ＳＫ３５Ａ１２、 ＳＫ３５Ａ１３、 ＳＫ３５

Ａ１９、 ＳＫ３５Ａ２０、 ＳＫ３５Ａ２６、 ＳＸ３５Ａ０４、 ＳＸ３５Ａ０５、 ＳＸ３５Ａ０６、 ＳＸ３５Ａ０７、 ＳＸ３５Ａ０９、 ＳＸ３５Ａ

１４、 ＳＸ３５Ａ１５、 ＳＸ３５Ａ１９、 Ｐ３５Ａ２４、 Ｐ３５Ａ３１、 Ｐ３５Ａ３３、 Ｐ３５Ａ４５より新しい。 Ⅲ層上面遺構の中で

は最も新しい。 小溝状遺構群３５次Ａ群は、 調査区全域に位置し、 東西方向に直線的に平行して走る３０条の小

溝状遺構からなる。 調査区北東部で一部耕作土を確認した。 東側は、 第２５次調査東区へ続く。

３５次Ａ群の範囲は、 東西 23m、 南北 31.5m で、 小溝範囲の面積は計測可能な範囲で 294.6 ㎡以上である。

個別の小溝の全長は調査区外へ続くため不明だが、 計測しうる限りの最大全長は 17.3m 以上である。 走行方向

はＮ-73°-E～Ｎ‐88° -Eである。小溝の上端幅は0.18～ 0.55mである。溝中心間の距離は0.70～ 2.05mで、

平均は 1.03m である。 遺構確認面からの深さは 0.02 ～ 0.33m である。 底面はほぼ平坦で、 工具痕は一部に認

められる。 埋土は大別２層、 細別３層認められた。 １層は上部の耕作土、 ２層は小溝埋土である。 小溝埋土は、

黒褐色シルトもしくはシルト質砂である。 小溝単位での埋土の差異は認められない。 西側は、 ３５次Ａ群から 2.4

～ 2.7m 離れて小溝群に直交して走るＳＤ２５２３に区画される。 遺物は、埋土から非ロクロ土師器の坏 （第６７図１・

２） と、 鉢 （第６７図３） が出土している。 いずれも、 遺構の時期を示す資料ではない。 第６７図 1 の坏は、 口縁

部では外傾して開き、 体部との境に緩やかな稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はハケメの後ヨコナデ、 内

面ではヘラミガキが施された後、 黒色処理される。 体部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第６７図２の坏は、 体部

との境に稜を有する。 調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面はヘラミガキが施された後、 黒色処理される。

体部外面は、 ヘラケズリがなされる。 第６７図３の鉢は、 口縁部が直立し、 体部との境に丸みのある稜を有する。
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調整は、 外面では口縁部はヨコナデ、 内面ではヘラナデの後、 一部にヘラミガキが施される。 体部外面は、 ヘ

ラケズリがなされる。

２． Ⅱ層上面遺構

Ⅱ層上面の遺構は溝跡 13 条、 土坑７基、 性格不明遺構１基、 ピット 13 基の、 合計 34 基を検出した。

（１） ＳＤ溝跡　Ⅱ層上面の溝跡は、 13 条検出した。

ＳＤ３５Ａ０１溝跡　（第６８ ・ ６９ ・ ７０図、 第６表、 写真図版５ ・ １９ ・ ２０）　　0F-039cd 0F-038d 0E-040ab 0E-039ab

Ｇｒｉｄに位置する。本遺構は重複関係から、ＳＤ３５Ａ０６、ＳＤ２５２２より新しい。調査区南端を東西方向に走る溝で、

両端は調査区外に続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器、 陶磁器、 砥石が出土しており、 そのうち６点を図あ

るいは写真で示した。 第７０図１の高坏は、 短脚で裾部は屈折して開く。 坏部は外傾して開き、 体部との境に稜

を有する。 調整は、坏部では、口縁部はヨコナデ、内面ではヘラミガキが施された後、黒色処理される。 脚部は、
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柱部外面ではヘラナデが施された後、 ヘラケズリがなされる。 内面ではヘラケズリがなされる。 裾部は、 内外面と

もヨコナデが施される。 第７０図２は、 端反形の磁器小鉢である。 染付で内底と外面体部に文様が描かれる。 第

７０図３は、 青磁中皿である。 内底に筋彫りで葉文が掘り込まれる。

ＳＤ３５Ａ０２溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0F-040c 0F-039cd 0F-038d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係

から、 ＳＫ３５Ａ１４より新しい。 調査区南部で西北西方向に走る溝である。 両端は調査区外へ続く。 ＳＤ３５Ａ０３、

ＳＤ３５Ａ０６、 ＳＤ２５２２と等間隔で並んで走る。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片、 礫が出土している。

ＳＤ３５Ａ０３溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0G-039c 0F-039abcd 0F-038ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複
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関係から、 ＳＤ３５Ａ０４、 ＳＫ３５Ａ０６より新しい。 北西部は撹乱に削平される。 調査区南部で西北西方向に走る

溝である。 西側で分岐し、 西北西と北に分かれる。 両端は調査区外へ続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器

片が出土している。

ＳＤ３５Ａ０４溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0F-039abc 0F-038ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＤ３５Ａ０３、 ＳＫ３５Ａ０６より古く、 Ｐ３５Ａ０２より新しい。 東西方向に走る溝で、 上部をＳＤ３５Ａ０３に削平される。

両端は調査区外へ続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＤ３５Ａ０５溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0G-039c 0F-039b 0F-038ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係

から、 Ｐ３５Ａ０６より新しい。 調査区南部で西北西方向に走る溝である。 西側で屈曲し北に曲がる。 両端は調査

区外へ続く。 走行方向は、 屈曲部を含めＳＤ３５Ａ０３と同一である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土

している。

ＳＤ３５Ａ０６溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0F-040c 0F-039d 0E-040b 0E-039a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は

重複関係から、 ＳＤ３５Ａ０１より古い。 東西方向に走る溝で、 東側はＳＤ３５Ａ０１に削平される。 遺物は、 埋土か

ら非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＤ３５Ａ０７溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表、 写真図版６）　　0H-038c 0H-037d 0G-038bc 0G-037ad Ｇｒｉｄに位置

する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ０８、 ＳＤ３５Ａ０９、 ＳＫ３５Ａ０３、 ＳＸ２５０１、 Ｐ３５Ａ０１より新しい。 南北

方向に走る溝である。 両端は調査区外へ続く。 基本層Ⅰｂ層上面より掘りこまれている。 遺物は、 埋土から非ロ

クロ土師器片などが出土している。

ＳＤ３５Ａ０８溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表、 写真図版６）　　0H-037d 0G-037ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複

関係から、 ＳＤ３５Ａ０７より古く、 ＳＤ３５Ａ０９より新しい。 南北方向に走る溝で、 西側はＳＤ３５Ａ０７に削平される。

南側は調査区外に続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器、 判読不能の古銭 （鉄銭） が出土している。

ＳＤ３５Ａ０９溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表、 写真図版６）　　0H-038c 0G-038bc 0G-037d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺

構との重複関係から、ＳＤ３５Ａ０７、ＳＤ３５Ａ０８、ＳＫ３５Ａ０５より古い。 南北方向に走る溝で、南端は東へ屈曲する。

基本層Ⅰｂ層下面より掘りこまれている。 埋土は、 基本層Ⅰｂ₂層に類似する。 底面は、 工具痕が顕著に認められ

る。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＤ３５Ａ１０溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0H-037bc 0H-036d 0G-037b 0G-036a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅱ層上

面遺構との新旧関係はない。 南北方向に走る溝で、 北端は北東へ屈曲し、 南側は調査区外へ続く。 西側の一

段低くなる部分で工具痕が認められる。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＤ３５Ａ１１溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0H-037ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ２５０１よ

り新しい。 南北方向に走る溝で、 北側は調査区外へ続く。 遺物は出土していない。

ＳＤ２５１５溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0H-036ad Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。

第２５次調査東区から続く南北方向に走る溝である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片、 礫が出土している。

ＳＤ２５２２溝跡　（第６８ ・ ６９図、 第６表）　　0E-040ab 0E-039ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ
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３５Ａ０１、 ＳＫ３５Ａ０２より古い。 第２５次調査西区から続く東西方向に走る溝である。 底面は起伏しており、 一部

工具痕が認められる。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

（２） ＳＫ土坑　Ⅱ層上面の土坑は、 ７基検出した。

ＳＫ３５Ａ０１土坑　（第７１図、第７表）　　0F-038b Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物は、

埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ０２土坑　（第７１図、第７表）　　0E-040b Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＤ２５２２より新しい。
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遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ０３土坑　（第７１図、第７表）　　0H-038c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＤ３５Ａ０７より古い。

遺物は出土していない。

ＳＫ３５Ａ０５土坑　（第７１図、 第７表）　　0G-037d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ０９より新

しい。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ０６土坑　（第７１図、第７表）　　0F-039a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＤ３５Ａ０３より古く、

ＳＤ３５Ａ０４より新しい。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ａ１０土坑　（第７１図、 第７表）　　0G-038d Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅱ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物

は出土していない。

ＳＫ３５Ａ１４土坑　（第７１図、第７表）　　0F-039d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、ＳＤ３５Ａ０２より古い。

遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

（３） ＳＸ性格不明遺構　Ⅱ層上面の性格不明遺構は、 １基検出した。

ＳＸ２５０１性格不明遺構　（第７２ ・ ７３図、 第９表、 写真図版１９）　　0I-037c 0H-037abcd Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ａ０７、 ＳＤ３５Ａ１１より古い。 第２５次調査東区から続き、 北東から南西方向に走る

溝状の遺構である。 南西部で西方向に屈曲し、 調査区外へ続く。 埋土は、 基本層Ⅰｂ₂層に類似する。 底面は、

工具痕が顕著に認められる。 遺物は、 埋土中から石製紡錘車 （第７３図１） が出土している。 他に、 非ロクロ土

師器片、 須恵器、 砥石が出土している。 第７３図１の紡錘車は、 節理面から剥離している。

（４） ピット （第７４図、 第１０表）

Ⅱ層上面のピットは計 13 基検出した。 ピットの平面形は不整円形 ・ 不整楕円形 ・ 不整形で、 平面規模は

0.26 ～ 0.66m、 深さは 0.08 ～ 0.18m と小規模である。 埋土は単層のものが多く、 土色は黒褐色を中心とし、 土

性は砂質シルト～シルトを主体とする。 Ｐ３５Ａ０１のみ柱痕跡が認められる。 ピットは調査区中央の 0F-038aGrid

付近に集中している。 遺物が出土したピットは、 Ｐ３５Ａ０２ ・ Ｐ３５Ａ０６ ・ Ｐ３５Ａ０７ ・ Ｐ３５Ａ１９の４基で、 埋土か

ら非ロクロ土師器片が出土している。

３． その他の出土遺物 （第７５図、 写真図版２０）

基本層及び遺構に伴わない遺物として、 縄文土器 ・ 弥生土器 ・ 非ロクロ土師器 ・ 須恵器 ・ 陶器 ・ 磁器 ・ 石

製品などがあり、 16 点を図あるいは写真で示した。 第７５図１は縄文土器の深鉢の口縁部破片である。 低い波状

口縁をなし頂部を除いて口唇には沈線がみられる。 口唇直下には外面に２条、 内面に１条沈線が施されている。

時期にはやや幅はあるが、 縄文の晩期後葉～末葉に位置づけられる。 第７５図２は弥生土器の鉢あるいは浅鉢

である。 口縁部を欠損している。 文様帯の上下幅が広く、 体部下端まで平行沈線が施文されている。 沈線幅は

比較的広く、 外面はミガキ調整がなされている。 体下部に２箇所、 粘土の貼付が剥落した痕跡が確認される。 沈

線はこの粘土の貼付後に施されている。 時期は弥生前期 （青木畑並行期） に位置づけられる。 第７５図３は、

口縁部が直線的に強く立ち上がり、 頸部に段を有する非ロクロ土師器坏である。 外面はヘラケズリの後、 頸部以

上にヨコナデを施している。 内面は全面ヘラミガキである。 第７５図４は、 非ロクロ土師器の坏で、 ＳＩ３５Ａ０８出土

の第１６図１と同一個体と考えられる破片資料である。 第７５図５は外面及び底部にヘラナデを、 内面にナデを施

している非ロクロ土師器のミニチュア土器である。 第７５図６は、 ２条の沈線と７条からなる波状文が施された須恵

器甕の口縁下部である。 第７５図７は外面に平行タタキメ、 内面に同心円文がみられる須恵器甕体部である。 第

７５図８は土師質土器の秉燭である。 底部外面は、 回転ヘラ切りとみられる。 舌は粘土を貼り付けている。

第３節　まとめ

１． 検出遺構

第３５次調査Ａ区では、総数128基の遺構を検出した。内訳は、Ⅲ層上面遺構の竪穴住居跡４軒、竪穴遺構２基、

区画施設１条、溝跡５条、土坑 28 基、性格不明遺構 28 基、ピット 25 基、小溝状遺構群１群、Ⅱ層上面遺構では、

溝跡 13 条、 土坑７基、 性格不明遺構１基、 ピット 13 基である。 Ⅲ層上面で検出された遺構群のうち、 最も新し
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い時期の遺構群は、第６５図に図示した小溝状遺構群３５次Ａ群及び、区画施設と考えられる溝跡ＳＤ２５２３であり、

先行する調査から、 奈良 ・平安時代初頭に属することが判明している （斎野 2008）。

２． 出土遺物

第３５次調査Ａ区から出土した遺物は 9683 点であり、 時期幅は、 縄文時代晩期後葉から近世まで及ぶ。 しか

し、 約９割の 8826 点を土師器が占め、 そのほとんどは、 これまで報告してきたように、 非ロクロ土師器であり、 Ⅲ

層上面遺構の竪穴住居跡などに伴っている。 それらの土師器の特徴は以下のとおりである。

器種は坏、 高坏、 鉢、 甑、 甕が認められ、 主体を占める坏、 甕についてみると、 坏は口縁部と体部の境界が

有段、 あるいは有稜で、 底部は丸底で、 内面黒色処理されているものが多く、 一部、 関東系土器と、 須恵器模

倣形態あるいは関東系土器の模倣形態を含んでいる。

甕は逆鐘形、卵形、長胴形などがあり、口縁部と胴部の境界に段を持たないもの：「無段」 と、段を持つもの：「有

段」 があり、 体部の最終調整にはヘラナデとハケメが認められる。 これらの特徴から、 遺構出土土器は、 栗遺跡

出土土器 （仙台市教育委員会 1982） と共通するところが多く、 古墳時代後期の住社式から栗囲式にかけての時

期幅を持つことが考えられる。 両型式については氏家和典 ・志間泰治による型式設定 （氏家 1957、 志間 1958）

ののち、 栗遺跡の調査で、 Ⅰ期 ： 住社式～栗囲式の移行期、 Ⅱ期 ： 栗囲式古段階、 Ⅲ期 ： 栗囲式新段階と

する３期区分がなされている （仙台市教育委員会 1982）。 このうち、 Ⅰ期は、 後に南小泉第２２次調査ⅡＢ期遺

構群とほぼ同時期で、 住社式新段階として関東系土器を含む土器組成が示され、 その年代を、 共伴した湖西産

須恵器をもとに６世紀末葉と推定している （仙台市教育委員会 1994）。 また、 栗囲式については、 清水遺跡の

第Ⅳ群土器に相当し、 ７世紀前半の年代が与えられている （宮城県教育委員会 1981）。

これらのことをもとに、 第３５次調査Ａ区の遺構の重複関係をふまえ、 土師器の時期別変遷と主な遺構を示した

のが第７６図である。

Ⅰ期は住社式の新段階で、 器種は坏、 鉢、 甑、 甕が確認される。 坏は口縁部が外反するもの （１・２・３） と、

直立するもの （４ ・ ５） がある。 １は有段で口縁部は内面側にふくらみをもっており、 黒色処理はなされていない。

２～４は有稜で、 ２と４は口縁部外面がヨコナデののちミガキ調整がなされている。 ４は須恵器坏身模倣形態で、

胎土には砂粒を多く含んでいる。 ５は須恵器坏蓋模倣の関東系土器で、 砂粒を含まない細粒の胎土で作られて

いる。 なお、 ５の時期は、 検出した遺構はⅡ～Ⅲ期に属するが、 Ⅰ期と考えられる。 鉢は口縁部と体部の境界

が有稜で、 直線的に外傾するもの （６） と、 無段で外反するもの （７ ・ ８） がある。 体部の外面最終調整は、 ヘ

ラナデである。 甑は無底式が１点確認される （９）。 器形は漏斗状を呈する。 甕は複数の器形が認められ、 逆鐘

形を呈するもの （１０）、卵形で体部がふくらみをもつもの （１１～１３）、長胴形で体部があまりふくらまないもの （１４

～１６） がある。 また、 口縁部と体部の境界は無段が多く、 体部の最終調整はヘラナデが多い。

Ⅱ期は栗囲式の古段階で、器種は坏と甑、ミニチュア土器、甕が確認される。 坏は口縁部が外反するもの （１７）、

直線的に外傾するもの （１８～２０）、 直立するもの （２１ ・ ２２） がある。 すべて口縁部外面がヨコナデ調整、 内

面は黒色処理が施されている。 ２１ ・ ２２は須恵器坏身あるいは関東系土器模倣形態で、 胎土には砂粒を多く含

んでいる。 甑は無底式 （２３ ・ ２４） と多孔式 （２５） がある。 無底式の器形は口縁の開きがないもの （２３） と外

反するもの （２４） がある。 甕は複数の器形が認められ、 逆鐘形を呈するもの （２７～３０）、 卵形で体部がふくら

むもの （３１～３４）、 長胴形で体部があまりふくらまないもの （３５ ・ ３６） がある。 漏斗状を呈する３７～３９は甑の

可能性がある。

Ⅲ期は栗囲式の新段階で、 器種は坏と甕が確認される。 坏は口縁部が直線的に外傾するもの （４０ ・ ４１）、

内湾気味に外傾するもの （４２） がある。 ４０～４２は口縁部外面がヨコナデ調整、 ４１ ・ ４２は内面黒色処理がな

されている。 ４０は高坏の可能性もある。 甕は複数の器形が認められ、 逆鐘形を呈するもの （４３）、 卵形で体部

がふくらむもの （４４） がある。 漏斗状を呈する４５は甑の可能性がある。

このように第３５次調査Ａ区から出土した土器は、 Ⅰ期からⅢ期までの変遷が確認される。 出土数の比較的多

い坏と甕についてみると、 全体の器形が復元されたものは少ないが、 以下のような変化がある。 坏はⅠ期では外

反口縁が多く、 口縁外面にミガキ調整もみられるが、 Ⅱ期になると直線的に外傾する口縁が多くなり、 口縁外面

はヨコナデ調整、 内面は黒色処理されている。 Ⅲ期には直線的に外傾する口縁と内湾気味に外傾する口縁がみ
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られる。 甕は器形の種類に変化はないが、 Ⅰ期では口縁部と体部の境界は無段が多く、 体部の最終調整はヘラ

ナデであるが、 Ⅱ・Ⅲ期では有段で体部の最終調整はハケメ調整を主体とする。 こうしたⅠ期からⅡ期の変化は、

従来指摘されてきた住社式新段階と栗囲式の相違として認識され、 Ⅰ～Ⅲ期は、 年代的に６世紀末葉から７世紀

前半に位置づけられる。

３． 遺構群の変遷

第３５次調査Ａ区で検出されたⅢ層上面遺構は、 調査区内の出土遺物や遺構の重複関係から、 その大半は前

述のⅠ期～Ⅲ期に属すると考えられる。 また、 Ⅲ層上面遺構では最も新しい時期に位置づけられる小溝状遺構

群３５次Ａ群とＳＤ２５２３は、すでに一部報告されている （斎野 2008） 奈良時代～平安時代初頭の畑域の広がりと、

その区画溝の延長部分である。 そして、それに後続するⅡ層上面遺構の時期は、出土遺物から近世と考えられ、

３時期に分けられる。 これらのことから、 第３５次調査Ａ区の遺構群は、 以下のように時期区分される。

	 Ⅰ期	 古墳時代後期 ：住社式新段階 （６世紀末葉）

	 Ⅱ期	 古墳時代後期 ：栗囲式古段階 （７世紀前半）

	 Ⅲ期	 古墳時代後期 ：栗囲式新段階 （７世紀前半）

	 Ⅳ期	 古墳時代後期 ： （７世紀中葉～８世紀初頭）

	 Ⅴ期	 奈良時代～平安時代初頭

	 Ⅵ期	 平安時代前葉～中世

	 Ⅶ期	 近世

遺構群の変遷は第７７図に示したように、 Ⅰ期～Ⅴ期がⅢ層上面遺構、 Ⅶ期がⅡ層上面遺構の時期であり、

その間には遺構、 遺物の検出されないⅥ期が入る。

Ⅰ期：調査区中央で土坑４基、 性格不明遺構３基が検出されている。 この時期には竪穴住居跡の検出はないが、

居住域が形成されたと推定される。

Ⅱ期 ： 調査区全域から遺構が検出されている。 竪穴住居跡２軒、 竪穴遺構１基、 溝跡１条、 土坑１基、 性格不

明遺構２基などである。 この時期には居住域の遺構数が増加している。

Ⅲ期 ： 調査区西部を中心として、 竪穴住居跡１軒、 土坑３基、 性格不明遺構１基などが検出されている。 この時

期には居住域の遺構数が減少している。 なおⅠ期～Ⅲ期までの時期幅を持つ遺構は数多くあり、 そのな

かでⅡ期あるいはⅢ期の遺構として土坑３基、 性格不明遺構３基なども検出されているが、 詳しい時期は

不明である。

Ⅳ期 ： 調査区北端部で検出されたＳＡ２５０２区画施設が相当する。 検出長は短いが、 隣接する第２５次調査東

区からの推定延長部分が検出されたことになる。 この時期には今回の調査区はＳＡ２５０２で区画された生

産域として土地利用がなされており、 先行する周辺の調査では居住に関わる遺構は検出されていない。

Ⅴ期 ： 調査区西端部で畑域の区画溝が検出されており、 その東側に小溝状遺構群が広がっている。 区画の大

きさは東西約 140m、南北約 90m であり、畑跡に伴う遺構から、モモ、アンズ、スモモの種が出土しており、

果樹の生育が確認されている （斎野 2008）。

Ⅵ期 ：遺構の検出はない。

Ⅶ期 ：溝跡が多数検出されており、 屋敷の区画溝と考えられる。

４． まとめ

第３５次調査Ａ区は、 遺跡の西部に位置する。 調査面積は 460.3 ㎡である。

遺物は縄文晩期、 弥生前期に少数認められるが、 遺構は古墳時代後期以降に認められ、 出土遺物と遺構の

重複関係からⅠ期～Ⅶ期に時期区分される。 土地利用としては、 Ⅰ～Ⅲ期：居住域、 Ⅳ・Ⅴ期：生産域、 Ⅵ期：

（空白期）、 Ⅶ期 ：居住域という変遷を示すことが知られた。
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第３章　第３５次調査Ｂ区

第１節　調査概要

１． 調査の経過

Ｂ区は遺跡範囲の西部に位置し、 北側と東側は第１８次西調査区に隣接する。 調査期間は７月 30 日～９月 12

日で、 実働 14 日間である。 調査面積は 83.0 ㎡である。

確認した遺構は、 Ⅲ層上面遺構の区画施設１条、 土坑４基、 性格不明遺構７基、 ピット４基と、 Ⅱ層上面遺構

の溝跡３条、 ピット２基の計 21 基である。

出土した遺物は、 非ロクロ土師器、 ロクロ土師器、 須恵器、 陶磁器、 砥石、 礫などで、 計 469 点である。

調査区西側は、 現代の水田跡に削平されており、 遺構は確認されなかった。 現地表面でも水田跡との段差が

確認できる。遺構確認面の標高は調査区東側で1.2m、現代の水田に削平された調査区西側で0.8～0.9mである。

２． 基本層序

沼向遺跡第１～３次調査に準じた基本層、 Ⅰ

ａ層、 Ⅰｂ層、 Ⅱａ₂層、 Ⅲｅ層を確認した。 また、

浜堤列基本層に対応しないものをＡ層、 Ｂ₁層、 Ｂ₂

層とした。 遺構はⅡ層上面遺構、 Ⅲ層上面遺構と

もＡ層上面で検出している。

Ⅰ層	 Ⅰａ層 ・ Ⅰｂ層の２層を確認した。

Ⅰａ層	 黒褐色砂質シルトからなる。 炭

化物、 焼土粒を含む。 現代の

畑耕作土及び整地土である。 本

調査区のⅡ層上面遺構はⅠａ層

下面より掘り込まれている。 層厚

は０～ 90cm である。
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Ⅰｂ層	 暗褐色粘土質シルトからなる。 Ⅰａ層以前の畑耕作土及び整地土である。 層厚は０～ 42cm で

ある。

Ⅱ層	 Ⅱａ₂層を確認した。 自然堆積層である。

Ⅱａ₂層	 いわゆる灰白色火山灰層である。 層相変化で、 にぶい黄橙色または褐灰色を呈す。 層厚は０

～９cm である。

Ａ層	 黒褐色砂質シルトからなる。 灰黄褐色シルト質砂を少量含む。 調査区南東のⅢｅ層上面で確認された層

で、 Ⅲ層上面遺構はＡ層上面から掘り込まれる。 層厚は０～ 16cm である。

Ｂ₁層	 黒色粘土質シルトからなる。 黒褐色砂を少量含む。 調査区西側の現代の水田耕作土である。 層厚は０

～ 20cm である。

Ｂ₂層	 黒色砂質シルトからなる。 黒色粘土質シルトを少量含む。 調査区西側の現代の水田耕作土である。 層

厚は０～ 18cm である。

第２節　検出遺構と出土遺物

１． Ⅲ層上面遺構

Ⅲ層上面の遺構は区画施設1条、土坑４基、性格不明遺構７基、ピット４基の、合計16基を検出した。第８１図は、

Ⅲ層上面で検出した遺構全てを掲載した全体図である。

（１） ＳＡ区画施設　Ⅲ層上面の区画施設を、 １条検出した。

ＳＡ３５Ｂ０１区画施設　（第８２図、 第１３表、 写真図版１２）　　0E-030cd ･ 0E-029d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は

重複関係から、 ＳＸ３５Ｂ０１、 ＳＸ３５Ｂ０７、 Ｐ３５Ｂ０７より古く、 Ｐ３５Ｂ１１より新しい。 東西方向に一列に並ぶ、 ピ

ット８基からなる遺構である。 総長は 10.17m である。 主軸方位はＮ -73° ‐ Ｗである。 ピットの平面形は、 円形

ないし不整円形である。 ピットの断面形は 「コ」 字状または 「Ｕ」 字状である。 隣り合うピットの間隔は、 0.47 ～

2.01mでそろっていない。ピットの直径は0.41～0.55mで、Ｐ１のみ0.28mとやや小さい。遺構確認面からの深さは、
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0.22 ～ 0.35m である。 遺物は、 非ロクロ土師器片が出土している。

（２） ＳＫ土坑　Ⅲ層上面の土坑は、 ４基検出した。

ＳＫ３５Ｂ０１土坑　（第８３図、 第１５表）　　0D-029a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。 遺物

は出土していない。

ＳＫ３５Ｂ０２土坑　（第８３図、 第１５表）　　0D-030b 0D-029a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はな

い。 遺物は出土していない。

ＳＫ３５Ｂ０３土坑　（第８３図、 第１５表、 写真図版１２）　　0E-030c 0E-029d Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との

新旧関係はない。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＫ３５Ｂ０４土坑　（第８３図、 第１５表、 写真図版１２）　　0E-030c 0D-030b Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との

新旧関係はない。 平面形は浅い円形の土坑で、 中央がやや高い。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土

している。

（３） ＳＸ性格不明遺構　Ⅲ層上面の性格不明遺構は、 ７基検出した。

ＳＸ３５Ｂ０１性格不明遺構　（第８４図、 第１６表）　　0E-030c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＡ３５

Ｂ０１より新しい。 東西に長い不整形の遺構である。 遺物は出土していない

ＳＸ３５Ｂ０２性格不明遺構　（第８４図、第１６表）　　0E-030dＧｒｉｄに位置する。Ⅲ層上面遺構との新旧関係はない。

不整形の遺構で、 北側は調査区外へ続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ｂ０３性格不明遺構　（第８４ ・ ８５図、 第１６表、 写真図版１２ ・ ２０）　　0E-030d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構

は重複関係から、 ＳＸ３５Ｂ０７、 Ｐ３５Ｂ１１より新しい。 平面形は不整形の遺構で、 南側は調査区外へ続く。 底面

はすり鉢状に落ち込んでおり、 底面からはピット５基を検出した。 ピットはいずれも浅く、 柱材や柱痕跡は認めら
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れない。 埋土は４層を確認した。 埋土２層下面は比較的平坦で遺物がまとまって出土しており、 使用された生活

面の可能性がある。  埋土３層は遺構南西部でのみ認められた明るい色調の埋土である。 遺物は、 埋土３層から

非ロクロ土師器の甕 （第８５図１） が出土し、 埋土２層から非ロクロ土師器の鉢 （第８５図２） と甕 （第８５図３） が

出土している。 他に、 埋土３層西側壁の二箇所で、 壁に貼りつくように棒状の粘土が出土している。 第８５図１の

甕は、 体部は卵形である。 体部最大径は、 下位に位置する。 口縁部は、 外反して開き、 頸部に段は無い。 調

整は、体部外面では、ハケメの後ヘラナデが施される。 第８５図２の鉢は、体部は半球形である。 口縁部は直立し、

頸部に段を有する。 調整は、 体部外面では、 ハケメが施される。 第８５図３の甕は、 体部は逆鐘形である。 体部

最大径は上位に位置する。 調整は、 体部外面では、 ハケメの後ヘラナデが施される。

ＳＸ３５Ｂ０４性格不明遺構　（第８４図、 第１６表）　　0E-030d Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はな

い。 土坑状の遺構である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ｂ０５性格不明遺構　（第８４図、 第１６表）　　0E-030d Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅲ層上面遺構との新旧関係はな

い。 土坑状の遺構である。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ｂ０６性格不明遺構　（第８４図、第１６表）　　0E-031c 0E-030d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

Ｐ３５Ｂ１０より新しい。 南側は調査区外に続く。 西側は現代の水田に削平され、 平面形は不明である。 遺物は、

埋土から非ロクロ土師器片が出土している。

ＳＸ３５Ｂ０７性格不明遺構　（第８４図、 第１６表）　　0E-030d Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＸ３５

Ｂ０３、 Ｐ３５Ｂ０７より古く、 ＳＡ３５Ｂ０１、 Ｐ３５Ｂ１１より新しい。 土坑状の遺構である。 遺物は、 埋土から非ロクロ

土師器片が１点出土している。

（４） ピット （第８６図、 第１７表）

Ⅲ層上面のピットは計４基検出した。 ピットの平面形は不整円形 ・ 不整楕円形で、 平面規模は 0.31 ～ 0.42m、

深さは0.06～0.23mと小規模である。埋土は単層のものが多く、柱材や柱痕跡は認められない。土色・土性は様々

である。 遺物は、 Ｐ３５Ｂ１０の埋土から非ロクロ土師器片が出土している。
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２． Ⅱ層上面遺構

（１） ＳＤ溝跡　Ⅱ層上面の溝跡は、 ３条検出した。

ＳＤ３５Ｂ０５溝跡　（第８７ ・ ８８図、 第１４表）　　0E-029d	0D-029a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 Ｓ

Ｄ１８０４より新しい。 南北方向に走る溝で、 東側は調査区外へ続く。 遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片が出土

している。

ＳＤ１８０３溝跡　（第８７ ・ ８８ ・ ８９図、 第１４表、 写真図版２０）　　0D-030b	0D-029a Ｇｒｉｄに位置する。 Ⅱ層上

面遺構との新旧関係はない。 ＳＤ１８０４と平行して東西に走る。 東側は第１８次西調査区から続き、 西側は調査

区外へ続く。 遺物は、 埋土中から非ロクロ土師器片と須恵器坏 （第８９図１） が出土している。 第８９図１の須恵

器坏は、 口唇部が内湾する。

ＳＤ１８０４溝跡　（第８７ ・ ８８図、 第１４表）　　0D-030b	0D-029a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ

３５Ｂ０５より古い。 ＳＤ１８０３と平行して東西に走る。 東側は第１８次西調査区から続き、 西側は調査区外へ続く。
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遺物は、 埋土から非ロクロ土師器片、 須恵器片が出土している。

（２） ピット （第９０図、 第１７表）

Ⅱ層上面のピットは計２基検出した。 ピットの平面形は不整円形で、 平面規模は 0.43 ～ 0.56m、 深さは 0.03

～ 0.30m と小規模である。 埋土はいずれも単層で、 柱材や柱痕跡は認められない。 土色は黒褐色で、 土性は

シルトである。 遺物はＰ３５Ｂ０６の埋土から非ロクロ土師器片が出土している。
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３． その他の出土遺物 （第９１図、 写真図版２０）

Ⅰ層からロクロ土師器甕 （第９１図１・２）、 須恵器坏 （第９１図３・４）、 須恵器蓋 （第９１図５） が出土している。

第９１図１の甕は、ロクロ成形で、底部は回転糸切りである。第９１図２の甕は、口縁部は外面が面をなし、内面が「く」

字状にくびれる。 第９１図３の坏は、 底部は回転糸切りの後、 手持ちヘラケズリがなされる。 第９１図４の坏は、 口

縁部は内反して開く。 第９１図５は、 つまみを持つ蓋である。 調整は、 内外面ともにロクロナデで、 外面上部は回

転ヘラケズリである。

第３節　まとめ

１． 検出遺構

第３５次調査Ｂ区では、 総数 21 基の遺構を検出した。 内訳は、 Ⅲ層上面遺構の区画施設１条、 土坑４基、 性

格不明遺構７基、 ピット４基と、 Ⅱ層上面遺構の溝跡３条、 ピット２基である。 なお、 この調査区は、 先行する調

査から、 奈良～平安時代初頭の畑区画溝の内側に位置すると考えられ （斎野 2008）、 畑に関わる遺構の検出

が予想されたが、 小溝状遺構群などの遺構は認められなかった。

２． 出土遺物

第３５次調査Ｂ区では、総数 469 点の遺物が出土した。 内訳は、非ロクロ土師器が 399 点、ロクロ土師器が２点、

須恵器が９点、 陶磁器が２点、 砥石が１点などである。 それらはＡ区の調査成果から、 古墳時代後期から近世ま

での時期幅をもつ。 そのなかで、 ＳＸ３５Ｂ０３性格不明遺構から出土した土師器３点 （甕２点、 鉢１点） は、 口縁

部と体部の境界に弱い段が形成され、 体部はハケメ調整を主として、 一部ヘラナデ調整がみられ、 長胴の甕の

最大径が体下部にある。 これらは、 その特徴から栗囲式土器と位置づけられる。 Ａ区の時期区分ではⅡ～Ⅲ期

に相当し、 この遺構の時期を示している。

３． 遺構群の変遷

Ⅲ層上面遺構では、 古墳時代後期、 栗囲式期のＳＸ３５Ｂ０３性格不明遺構がＳＡ３５Ｂ０１区画施設より新しいこ

とが確認される。 他の遺構の詳しい時期は不明である。

Ⅱ層上面遺構は、 Ａ区の調査成果から、 時期は近世と推定されるが、 各遺構の詳しい時期は不明である。

４． まとめ

第３５次調査Ｂ区は遺跡の西部に位置する。 調査面積は 83.0 ㎡である。

遺構 ・ 遺物は古墳時代後期以降近世まで認められる。 Ⅲ層上面遺構ではＳＸ３５Ｂ０３性格不明遺構が古墳時

代後期栗囲式期に位置づけられ、 ＳＡ３５Ｂ０１区画施設がそれに先行する。

近世のⅡ層上面遺構の詳しい時期は不明である。
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第４章　第３５次調査Ｃ区

第１節　調査概要

１． 調査の経過

C 区は遺跡範囲の東部に位置し、 調査区北側は第７次調査区、 西側は第１２次調査北区、 東側は第２０次調

査区に接する。 調査期間は７月 30 日～９月 17 日で、 実働 23 日間である。 調査面積は 166.7 ㎡である。 確認

した遺構はⅢ層上面遺構の方形周溝墓１基、 土坑１基と、 Ⅱ層上面遺構の溝跡８条、 土坑１基、 性格不明遺構

1 基の計 12 基である。 出土した遺物は非ロクロ土師器、 須恵器、 陶磁器で、 計９点を数える。 遺構確認面の標

高は 0.9 ～ 1.0m である。

２． 基本層序

沼向遺跡第１～３次調査に準じた基本層、 Ⅰａ層、 Ⅰｂ層、 Ⅱａ₂層、 Ⅱｂ層、 Ⅲａ層、 Ⅲｅ層を確認した。

Ⅰ層	 Ⅰａ層 ・ Ⅰｂ層の２層を確認した。

Ⅰａ層	 黒褐色砂質シルトからなる。現代の表土層で、炭化物、焼土粒を含む。層厚は20～60cmである。

Ⅰｂ層	 暗褐色粘土質シルトからなる。 Ⅰａ層以前の畑耕作土及び整地土である。 層厚は０～ 28cm で

ある。

Ⅱ層	 Ⅱａ₂層 ・ Ⅱｂ層の２層を確認した。 自然堆積層である。

Ⅱａ₂層	 いわゆる灰白色火山灰層である。 層相変化でにぶい黄橙色または褐灰色を呈す。 層厚は０～

６cm である。

Ⅱｂ層	 黒褐色シルト質砂からなる。 調査区南西部で平面的に確認された。 層厚は０～ 12cm である。

Ⅲ層	 Ⅲａ層 ・ Ⅲｅ層の２層を確認した。 自然堆積層である。

Ⅲａ層	 暗褐色シルト質砂からなる。 にぶい黄褐色砂を多量に含む。 層厚は０～ 28cm である。

Ⅲｅ層	 にぶい黄褐色～にぶい黄橙色シルト質砂からなる。 Ⅲｅ層上面で遺構検出を行なっている。 層

厚は０～ 14cm 以上である。
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第２節　検出遺構と出土遺物

１． Ⅲ層上面遺構

Ⅲ層上面の遺構は方形周溝墓１基、 土坑１基を検出した。

（１） ７号方形周溝墓　Ⅲ層上面の方形周溝墓は、 １基検出した。

７号方形周溝墓　（第９７図、 第１９表、 写真図版１４）　0B-010ab 0B-09a Grid に位置する。 Ⅲ層上面遺構との

新旧関係はない。 周溝の南辺と、東辺と西辺の南半部を確認した。 周溝の大半は、Ⅱ層上面遺構に削平される。

東辺と西辺の北半部は、第７次調査区へ続く。７号方形周溝墓は、第７次調査で北側を調査している。本報告では、

第７次調査区と第３５次調査Ｃ区で調査した部分を合成した図面を作成した。

７号方形周溝墓は、 墳丘の残存の有無を確認するため、 第７次調査の成果をもとに、 表土を残した状態でＡベ

ルトを設定し、断面観察を行なった。Ａベルトの断面観察では、周溝内側はⅠａ層による削平がⅢｅ層に達しており、

積土は確認されなかった。 また、 平面調査でも、 周溝内側は東西方向に走る近世の溝跡により大きく削平され、

積土および埋葬施設は確認していない。 平面調査、 断面観察では、 後世の削平により積土の有無は確認でき

なかった。 本来、 周溝の内側に積土がされていたのか、 もともと積土が無かったかは不明である。

第３５次調査Ｃ区で確認した、７号方形周溝墓の上端規模は、周溝外側で東西 10.10m、南北 4.07m 以上である。

周溝内側では東西 7.91m、 南北 3.18m 以上である。 主軸方位は N-85° -W である。 溝幅は 0.63 ～ 1.52m で

平均は 1.08m である。 断面形は 「Ｕ」 字状である。 深さは、 0.36 ～ 0.49m である。 壁の立ち上がり角は外側で

49 度、 内側は 31 度である。 底面標高は 0.33 ～ 0.59m で、 西辺は東辺と南辺に比べて若干高くなる。 埋土は４

層認められる。 埋土は、第７次調査の埋土２～５層に対応し、いずれも自然堆積である。 遺物は出土していない。

第７次調査とあわせた状態では、 上端規模は周溝外側で東西 10.94m、 南北 8.48m 以上である。 周溝内側で

は東西 7.91m、 南北 5.92m である。 主軸方位は N-85° -W である。 溝幅は 0.63 ～ 2.75m で平均は 1.55m で

ある。 断面形は 「Ｕ」 字状である。 深さは、 0.36 ～ 0.58m である。 壁の立ち上がり角は外側で 26 ～ 49 度、 内

側は 26 ～ 45 度である。 底面標高は 0.33 ～ 0.59m である。 周溝は、 北辺が幅広で、 南辺が狭くなり、 北辺に

テラス状の高まりを有する。

（２） ＳＫ土坑　Ⅲ層上面の土坑は、 １基検出した。

ＳＫ３５Ｃ０２土坑　（第９８図、 第２１表）　　0B-010ab Ｇｒｉｄに位置する。 平面形は、 不整円形である。 南側は調

査区外へ続く。 遺物は出土していない。

２． Ⅱ層上面遺構

Ⅱ層上面の遺構は溝跡８条、 土坑１基、 性格不明遺構１基を検出した。

（１） ＳＤ溝跡　Ⅱ層上面の溝跡は、 ８条検出した。

ＳＤ３５Ｃ０１溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表）　　0B-012a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２００３

より新しい。 北西方向に走る溝である。 遺物は出土していない。

ＳＤ３５Ｃ０３溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表）　　0B-09a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ１４４９、
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ＳＤ２００３より古い。 南北方向に走る溝で、 両端は他遺構に削平される。 遺物は出土していない。

ＳＤ５２５溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表、 写真図版１３）　　0B-012ab 0B-011ab 0B-010ab Ｇｒｉｄに位置する。 本

遺構は重複関係から、 ＳＤ７０８、 ＳＤ１２１８より古い。 東西方向に走る溝で、 東側は調査区内で収束し、 西側は

第１２次調査北区へ続く。 遺物は出土していない。
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ＳＤ７０８溝跡　（第９９ ・ １００ ・ １０１図、 第２０表、 写真図版１３ ・ ２０）　　0C-012c 0C-011d 0B-011ab 0B-010ab 

0B-09ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ５２５、 ＳＤ１４４９より新しく、 ＳＤ１２１８より古い。 東西方

向に走る溝で、 北側は第７次調査区へ続き、 東側は第１４次調査中区へ続き、 西側は調査区内で収束する。 遺

物は、 埋土から須恵器片、 陶磁器片が出土している。 そのうち陶磁器３点を図あるいは写真で示した。 他に須

恵器片、 陶磁器が出土した。 第１０１図１は、 陶器大鉢で、 内面に鉄釉で文様が描かれる。

ＳＤ１２１８溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表）　　0C-012d 0B-012ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、

ＳＤ５２５、 ＳＤ７０８より新しい。 東西方向に走る溝で、 東側は北へ屈曲する。 両端は第１２次調査北区へ続く。

遺物は出土していない。

ＳＤ１４４４溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表）　　0B-09c Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ２００３より

新しい。 東西方向に走る溝で、 両端は調査区内で収束する。 本来、 第２０次調査区より続く溝であったが、 非常

に浅かったため東側の第２０次調査へのつながりは確認できなかった。 遺物は出土していない。

ＳＤ１４４９溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表）　　0B-09ab Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ７０８より

古く、 ＳＤ３５Ｃ０３、 ＳＫ３５Ｃ０１より新しい。 東西方向に走る溝で、 東側は第１４次調査中区へ続き、 西側は調査

区内で収束する。 遺物は出土していない。

ＳＤ２００３溝跡　（第９９ ・ １００図、 第２０表、 写真図版１３）　　0B-012ab 0B-011ab 0B-010ab 0B-09abcd Ｇｒｉｄに

位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ３５Ｃ０１、 ＳＤ１４４４より古く、 ＳＤ３５Ｃ０３、 ＳＸ３５Ｃ０１より新しい。 東側

は第２０次調査区へ続き、 西側は第１２次調査北区へ続く。 遺物は出土していない。

（２） ＳＫ土坑　Ⅱ層上面の土坑は、 １基検出した。

ＳＫ３５Ｃ０１土坑　（第１０２図、 第２１表）　　0B-09a Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ７０８、 ＳＤ

１４４９より古い。 遺物は出土していない。

（３） ＳＸ性格不明遺構　Ⅱ層上面の性格不明遺構は、 １基検出した。

ＳＸ３５Ｃ０１性格不明遺構　（第１０３図、 第２２表）　　0B-09ad Ｇｒｉｄに位置する。 本遺構は重複関係から、 ＳＤ

２００３より古い。 遺物は出土していない。

３． その他の出土遺物

Ⅰ層から非ロクロ土師器、 須恵器、 陶磁器が出土しており、 １点を写真で示した。

０ ２ｍ
Scale = 1 : 60
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第３節　まとめ

１． 検出遺構

第３５次調査Ｃ区は、 合計 12 基の遺構を検出した。 内訳は、 Ⅲ層上面遺構の方形周溝墓１基、 土坑１基、 Ⅱ

層上面遺構の溝跡８条、 土坑１基、 性格不明遺構１基である。

２． 出土遺物

第３５次調査Ｃ区では、 合計９点の遺物が出土した。 これらの内訳は、 非ロクロ土師器が３点、 須恵器が２点、

近世の陶磁器が４点である。

３． 遺構群の変遷

Ⅲ層上面遺構の７号方形周溝墓の南半部を調査し、 やや東西方向に長い方形であることが明らかとなった。 先

行する第７次調査の調査成果から古墳時代前期に属すると考えられるが、 本調査区では遺物は出土していない。

Ⅱ層上面遺構では、 主な遺構として溝跡８条が認められ、 古段階、 中段階、 新段階の３期に時期区分される。

うち４条は古段階から中段階に調査区を横断して平行して走る区画溝である。

４． まとめ

第３５次調査Ｃ区は、 遺跡の東部に位置する。 調査面積は 166.7 ㎡である。

遺構は古墳時代前期と、 近世に認められる。 出土遺物は少ない。

Ⅲ層上面遺構では、 ７号方形周溝墓の調査が行われ、 その全容が明らかにされた。 古墳時代前期の墓域の

広がりが確認された。

近世のⅡ層上面遺構では、 ３期に区分される遺構の重複関係が認められたが、 詳しい時期は不明である。
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第５章　第３５次調査Ｄ区

第１節　調査概要

１． 調査の経過

Ｄ区は遺跡範囲の北西部に位置する。 三箇所の試掘トレンチを設定し、 遺構の確認を行なった。 調査期間は

９月 29 日～９月 30 日で、 実働２日間である。 試掘区は、 西からトレンチ１ ・ トレンチ２ ・ トレンチ３を設定した。

調査面積は南西のトレンチ１は 43.3 ㎡、 中央のトレンチ２は 52.2 ㎡、 北東のトレンチ３は 33.9 ㎡で、 合計 129.4

㎡である。 その結果、 確認した遺構はトレンチ２のⅡ層上面遺構の溝跡１条である。 遺物は基本層Ⅰ層から非ロ

クロ土師器が１点見つかっている。 遺構確認面の標高は 0.3 ～ 0.8m である。 トレンチ２とトレンチ３で、 浜堤列か

ら後背湿地への移行部を確認した。

２． 基本層序

沼向遺跡第１～３次調査に準じた浜堤列基本層Ⅰａ層、 Ⅰｂ層、 Ⅲｅ層及び後背湿地基本層２層、 ４層、 ５層、

６層、 ７ ・ ８層を確認した。 また、 基本層に対応しない層をＡ層、 Ｂ層とした。

調査範囲の中央には現況の大溝が走っており、 トレンチ２と３では、 灰白色火山灰の平面的な堆積を確認し、

その下部に泥炭質粘土の堆積が認められた。 浜堤列基本層Ⅲ層は、 トレンチ１では緩やかに北西側へ、 トレン

チ２では西側へ、 トレンチ３では北側へ傾斜していた。 トレンチ２と３では、 緩やかな傾斜の途中から急に落ち込

む地形の転換が認められた。 これらの成果から、 上記の泥炭質粘土の堆積層は沼向遺跡後背湿地基本層７ ・ ８

層であり、 Ｄ区周辺は浜堤列から後背湿地への移行部と考えられる。

第２節　検出遺構と出土遺物

１． トレンチ１　（第１０５ ・ １０６ ・ １０７図、 写真図版１５）

0I-047abcd 0H-047b Grid に設定した試掘区である。 浜堤列基本層序の、 Ⅰａ層とⅡｂ層、 Ⅲａ層を確認した。

後背湿地の基本層序は確認していない。 南から北へ地形面がゆるやかに傾斜することを確認した。 遺構は検出
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しておらず、 遺物の出土もない。  

２． トレンチ２　（第１０５ ・ １０６ ・ １０７図、 写真図版１５）

0J-046abcd 0J-045d 0I-046b Grid に設定した試掘区である。 確認した基本層序は、 浜堤列基本層序ではⅠ

ａ層 ・ Ⅰｂ層とⅡｂ層、 Ⅲｅ層で、 後背湿地では、 ２層、 ４層、 ５層、 ６層、 ７ ・ ８層である。 また、 後背湿地の、

７ ・ ８層の下面で黒褐色粘土層のＢ層を確認している。 地形面は、 南東から北西へ低くなり、 試掘区中央で浜

堤列から後背湿地へ移行することを確認した。 遺構はⅡ層上面遺構のＳＤ３５Ｄ０１を検出した。 ＳＤ３５Ｄ０１は

0J-045c Ｇｒｉｄに位置する。 近世に属する。 他遺構との新旧関係はない。 北西方向に走る溝で、 南東は調査区

外に続く。 現況の大溝より南東側で確認された。 大溝に直交して走り、 大溝の手前で止まっている。 溝跡からの

遺物は出土していない。 基本層Ⅰ層から非ロクロ土師器片が１点出土している。

３． トレンチ３　（第１０５ ・ １０６ ・ １０７図、 写真図版１５）

0K-045abcd 0K-044d Grid に設定した試掘区である。 確認した基本層序は、 浜堤列ではⅢｅ層で、 後背湿地

では、 ２層、 ３ｂ層、 ４層、 ５層、 ６層、 ７ ・ ８層である。 また、 後背湿地の、 ４層の下面で暗褐色粘土層のＡ層

を確認し、 ７ ・ ８層の下面で黒褐色粘土層のＢ層を確認している。 地形面は、 南西から北東へ低くなり、 試掘区

の中央で、 浜堤列から後背湿地へ移行することを確認した。 遺構は検出しておらず、 遺物の出土もない。

第３節　まとめ

第３５次調査Ｄ区は遺跡の北西部に位置する。 調査面積は 129.4 ㎡である。

トレンチ１～３を設定して試掘調査を行ったところ、 トレンチ２でⅡ層上面遺構の溝跡１条を、 基本層序Ⅰｂ層下

層で検出した。 この遺構の時期は近世と考えられるが、 詳しい時期は不明である。

また、浜堤列から後背湿地への移行部を確認した。 移行部は、トレンチ２では南東から北西へ低くなるのに対し、

トレンチ３では南西から北東へ低くなり、 トレンチ１では、 移行部を確認していない。 浜堤列から後背湿地微地形

の境界には灰白色火山灰の平面的な堆積が認められ、 沼向遺跡の北西部が少なくとも 10 世紀初頭には微地形

の境界として存在していたことが判明した。
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第６章　総括

１. Ａ区

・ Ａ区は、 遺跡西部の浜堤列に立地する。

・ Ⅲ層上面遺構では、 古墳時代後期の住社式新段階から栗囲式期にかけての竪穴住居跡４軒と竪穴遺構２基な

どが検出され、 この時期の居住域が確認された。 また、 奈良～平安時代初頭の畑耕作域を検出した。 畑耕作

域の西側が溝で区画されていることが判明した。

・ Ⅱ層上面遺構では、 近世の遺構群に３時期の変遷が認められた。 Ａ区では古段階は畑耕作域として利用され

ていたと考えられる。 中段階になると古段階の区画を踏襲しつつ、 区画溝が現れるようになる。 新段階ではほ

ぼ東西南北の大きな区画溝が成立する。

２. Ｂ区

・ Ｂ区は、 沼向遺跡西部の浜堤列に立地する。

・ Ⅲ層上面遺構では、 栗囲式期の性格不明遺構１基と、 それ以前の区画施設１条が検出された。

・ Ⅱ層上面遺構では、 近世の溝跡３条が検出された。

３. Ｃ区

・ C 区は、 遺跡東部の浜堤列に立地する。

・ Ⅲ層上面遺構では、 古墳時代前期の方形周溝墓１基と土坑１基を検出した。 遺跡の東部が墓域として利用さ

れていたことが、 改めて確認された。

・ Ⅱ層上面遺構では、 近世の東西方向の溝跡が見つかった。

４. Ｄ区

・ D 区は、 遺跡北西部の浜堤列から後背湿地へかけて立地する。

・ Ⅲ層上面遺構の検出はなかった。

・ Ⅱ層上面遺構では、 トレンチ２の浜堤列で溝跡１条が検出された。

５. まとめ

今回の調査は、 Ａ区～Ｄ区の４地点で行なわれ、 古墳時代前期から近世にかけての遺構が検出された。

古墳時代前期 （塩釜式期） では、 Ｃ区で方形周溝墓が検出され、 墓域であることが確認された。

古墳時代後期 （住社式新段階～栗囲式期） では、 Ａ区とＢ区は居住域として土地利用され、 奈良～平安時

代初頭には、 Ａ区を西端とする生産域 （畑） が展開していることが知られた。

近世では、 溝跡などがＡ～Ｄ区で検出され、 居住域 ・ 屋敷、 あるいは生産域に伴う区画溝としての機能が考

えられた。

このように今回の沼向遺跡の調査は、 地点的ではあったが、 古墳時代前期から近世にかけて浜堤列における

居住域、 生産域、 墓域としての土地利用の一端が明らかにされた。

註

１ ・ ２ ： この自然遺物２点については、 仙台市科学館副館長高取知男氏のご教示をいただいた。 高取氏によると、 この２点は遺存状態は良

好ではないものの、 キチン質とみられる部分が残っており、 また成長線と思われる筋がみられることから貝と考えてよく、 貝種は、 形状

や大きさから、 カラスガイ、 ドブガイなどの可能性があり、 いずれも淡水の砂層～軟泥底に生息している種ということである。
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